
 

 

 

 

 

 

令和５年第２回美幌町議会定例会会議録 

 

 

 

 

 

令和５年３月 ２日 開会 

令和５年３月１６日 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月１４日 第７号 

 

  



 

 

 



－ 227 － 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

       （諸般の報告） 

 日程第 ２ 議案第１０号～議案第２０号 

 

○出席議員 

     １番 戸 澤 義 典 君      ２番 藤 原 公 一 君 

     ３番 大 江 道 男 君      ４番 髙 橋 秀 明 君 

     ６番 伊 藤 伸 司 君      ７番 坂 田 美栄子 君 

 副議長 ８番 岡 本 美代子 君      ９番 稲 垣 淳 一 君 

    １０番 古 舘 繁 夫 君     １１番 上 杉 晃 央 君 

    １２番 松 浦 和 浩 君     １３番 馬 場 博 美 君 

 議 長１４番 大 原   昇 君 

 

○欠席議員 

５番 木 村 利 昭 君 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美  幌  町  長 平 野 浩 司 君 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

矢 萩   浩 君 

   監 査 委 員  髙 木   清 君 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        髙 﨑 利 明 君 総 務 部 長        小 室 保 男 君 

町民生活部長 関   弘 法 君 福 祉 部 長 河 端   勲 君 

経 済 部 長        後 藤 秀 人 君 建 設 部 長 那 須 清 二 君 

病 院 事 務 長        但 馬 憲 司 君 事務連絡室長        志 賀   寿 君 

会 計 管 理 者        田 中 三智雄 君 総 務 課 長 斉 藤 浩 司 君 

危機対策課長 弓 山   俊 君 政 策 課 長 沖 崎 寿 和 君 

財 務 課 長 吉 田 善 一 君 町民活動課長 佐久間 大 樹 君 

戸籍保険課長 
選挙管理委員会事務局長 

佐々木   斉 君 税 務 課 長 松 尾 まゆみ 君 

社会福祉課長 水 上 修 一 君 保健福祉課長 中 尾   亘 君 

農林政策課長 
農業委員会事務局長 

橋 本   勝 君 耕地林務主幹 伊 藤   寿 君 

みらい農業課長 午 来   博 君 商工観光課長 影 山 俊 幸 君 

建 設 課 長 森 口 尚 博 君 建 築 主 幹 宮 田 英 和 君 

環境管理課長 鶴 田 雅 規 君 上下水道課長 石 山 隆 信 君 

病院総務課長 以 頭 隆 志 君 地域医療連携課長 高 山 吉 春 君 

事務連絡室次長 横 山 聖 二 君 教 育 部 長 遠 藤   明 君 

学校教育課長 多 田 敏 明 君 学校給食課長 片 平 英 樹 君 

社会教育課長 立 花 良 行 君 スポーツ振興課長 浅 野 謙 司 君 



－ 228 － 

 

○議会事務局出席者 

 事 務 局 長          遠 國   求 君   次     長    小 室 秀 隆 君 

議 事 係 長   高 田 秀 昭 君   庶 務 係 長    村 田   剛 君 

議 事 係          金 子 未 准 君 

 

博 物 館 課 長 鬼 丸 和 幸 君 監査委員事務局長 遠 國   求 君 

監査委員事務局次長 小 室 秀 隆 君   



－ 229 － 

       午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１３名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和５年第２回美幌町議会定例会第１３

日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１０番古館繁夫さん、１１

番上杉晃央さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、配信してお

ります議事日程のとおりであります。 

 朗読については、省略させていただきま

す。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、木村議員、所用のため本日欠席の

旨、届出がありました。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１０号から 

      議案第２０号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

１０号美幌町基金条例の一部を改正する条

例制定についてから議案第２０号令和５年

度美幌町病院事業会計予算についてまでの

１１件を議題といたします。 

 議案第１０号美幌町基金条例の一部を改

正する条例制定について、質疑を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１０号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１１号児童福祉施設の設備及び運

営に関する基準の改定に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について、質疑を許

します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１１号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１２号美幌町国民健康保険条例の

一部を改正する条例制定について、質疑を

許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１２号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１３号令和５年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 担当部局ごと、事項別明細書の款及び項

ごとに進めたいと思います。 

 なお、予算書の第２表、債務負担行為及

び第３表、地方債に対し質疑する場合は、

それに対応する事項別明細書の項の中で質

疑をお願いいたします。 

 まず、歳出から、１款議会費、８２ペー

ジから８３ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、１款議会費を終わります。 

 説明員入替えのため、暫時休憩します。 

午前１０時４分 休憩 
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─────────────────── 

午前１０時５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和５年度美幌町一般会計予

算について質疑を行います。 

 次に、２款総務費の質疑を行います。 

 なお、５項統計調査費のうち２目地籍調

査費は、８款土木費の前のところで質疑を

行います。 

 １項総務管理費、８４ページから１０３

ページまでの質疑を許します。 

 ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） ８７ページの福利

厚生事業に関わって、職員の健康状態につ

いて資料を提出していただきました。 

 令和４年はコロナ禍で、選手交代をしな

がら業務を続けるという状況の中で、スト

レスの多い年度であったのだろうと思いま

す。異常な数値は見られていないのです

が、治療を要する、再検査を要するところ

が増加傾向にあるということで、人は城、

役場の業務は職員が担っているわけで、こ

の健康状態をどう評価しているのか。注意

を要するような事項というのは当面見当た

らないのですけれども、それも含めて、ど

う判断しているか、お聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ただいまの職

員の健康についての御質問でございます。 

 近年のコロナ禍において、健康診断につ

いては、職員の９割９分が受診していると

ころでございます。 

 その中でも、近年、治療を要する人数が

増えているところでございますが、この中

には、現在治療中の者も含まれておりま

す。分析した結果ですけれども、一番多い

のは、高血圧による治療とメタボによる生

活習慣病の治療ということで、継続して治

療している者もこの数字に入ってございま

す。完治するまでこの中に入ってくるとい

うことで、年々増えているのが現状でござ

います。 

 その二つが特出して高い状況になります

ので、コロナ禍ではありますけれども、今

後とも、運動などで生活習慣病の改善を図

っていただき、また、高血圧については、

なかなか治りにくいというのもあります

が、病院への定期的な受診を促すなど、職

員の健康には留意していきたいと考えてお

ります。 

 また、新規の治療を行う必要がある者と

しては、特に多いのが眼底検査と聴力とい

うことで、コロナ禍によって、ウェブ会議

など目や耳を使うことが多くなっているこ

とが要因と考えております。しかし、それ

らのものは急ぐ必要がないということで、

コロナ禍でなかなか受診しにくい状況もあ

りますけれども、この辺についても、職員

の健康には留意してまいりたいと考えてお

ります。 

 職員は町の財産でもありますので、勤務

状態なども含めて、病院に受診できるよう

配慮していきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書８９ペー

ジ、広報広聴費についてお尋ねいたしま

す。 

 美幌町ＰＲ動画作成委託料として１２１

万円を計上しておりますが、事業の内容、

作成者、発信要領等の詳細について御説明

をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まのＰＲ動画について説明させていただき

ます。 

 町制施行１００周年を機に、町のＰＲ動

画を作成いたします。 

 ＰＲ動画は、長さの違うものを３本作成

する予定でございます。３０秒、３分、１

０分から１５分の３本を作成させていただ

き、３０秒の動画は、主にウェブ上で活用
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していく予定でございます。３分は、美幌

峠など各施設のモニターなどで投影し、１

０分から１５分につきましては、各行事や

式典など、町をＰＲする際に使用するとい

うことでございます。 

 その用途についてなのですけれども、特

に限定するものではございませんので、自

由に使いやすいように使っていただくとい

うことで、この３パターンを設けていると

ころでございます。 

 作成者につきましては、町から町内の事

業者さんに委託をして作成する予定となっ

ております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） ３種類の動画を作

成するということですが、町では、ウェブ

上でフェイスブックなどいろいろやってい

ると思うのですけれども、そこで見られる

ようになるのかの確認と、民間使用時の条

件、今の答弁ですと無償なのかなと思うの

ですけれども、使用料を取るのか、期間は

どうなのか、町のホームページなどに掲載

する期間も含めてお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの御質問でございます。 

 ウェブ上は、御指摘のとおり、フェイス

ブックやホームページにも掲載し、そのよ

うな形で使っていきたいと思っておりま

す。 

 あと、民間で使用する場合ですけれど

も、こちらも特に制限はかけず、どんどん

使っていただきたいと考えておりますの

で、費用も無償でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 使用期間ですが、

令和５年度中は使うと思うのですけれど

も、大体１年間ぐらいという考えでよろし

いのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） 期間は

特に定めておりませんので、１年を過ぎた

後も使っていただきたいと思っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） この完成時期

は、いつぐらいをめどにしているのか。ま

た、編集用ソフトなどを庁用備品で購入す

ることになっておりますが、この動画は、

作ったものを町が導入したソフトで編集し

て完成させようとしているのか。それと

も、委託業者に完成した動画の納品を求め

ているのか、購入する備品をどのように活

用しようとしているのか、その辺をお知ら

せください。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） １点目

の完成時期でございますが、冬の撮影もご

ざいますので、令和５年度３月ぎりぎりに

なってしまうと思います。 

 あと、備品についてですけれども、今回

予算計上させていただいた部分につきまし

ては、１点目が、１００周年の映像を委託

して作成する、もう１点、機材などを購入

させていただいておりますのは、今後、広

報として動画の活用にも力を入れていくと

いうことで、その編集機材を予算計上させ

ていただいております。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） そうしますと、

発注するものは、冬の時期もあるというこ

とですので、来年３月までに完成品を納品

していただいて、この備品は、今後、町が

独自に撮影したときの編集用の備品という

ことでよろしいですか。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） 御指摘

のとおりでございます。 
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 動画の活用につきましては、例えば、町

の話題のように、いろいろな行事を撮影し

たり、そのほかにも、動画を活用して、今

まで文章だけでは難しかった制度などを、

動画で解説するようなものを作り、そのＱ

Ｒコードを広報に埋め込んで、それを読み

込むと動画で解説してくれるということに

も取り組んでいきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書９１ペー

ジ、財産管理費のうち旧ゆうあいセンター

解体除却工事１億４９９万５,０００円につ

いてお伺いいたします。 

 美幌町には、旧ゆうあいセンター以外に

も、他の未活用の公共施設等がたくさんあ

ると思います。それらの解体除却計画及び

解体除却の考え方についてお示しいただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 戸澤議員の御

質問にお答えいたします。 

 他の未活用公共施設等の解体除却計画及

び解体の考え方についてでございますが、

令和２年度に未利用施設の除却に関する内

部計画を策定し、計画的に解体除却を進め

ているところであります。 

 昨今の資材高騰等により解体費用が膨ら

んでいる状況ではありますが、町は、令和

３年度から、民間住宅を対象に空き家解体

費用の助成制度を創設し、民間住宅の解体

を推進しているところでもあります。未活

用公共施設につきましても、補助事業等を

活用するなど、計画的に解体を実施してい

きたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） たしか昨年度だっ

たと思うのですが、地域振興センターを解

体して保育園の送り迎えの駐車場などに使

っております。 

 今回も、解体して病院の駐車場に使うと

いうことで、目的があって解体するのは理

解できます。旧美幌中学校のように資材庫

で使っているところはまだ分かるのです

が、旧美英福祉寮や旧ユースホステルなど

何も使っていない未活用施設は、美幌町に

まだたくさんあると思うのです。 

 補助金が出ないからというのは分かるの

ですが、そのような施設が増えれば増える

ほど予算がかかりますので、計画的にやっ

ているという答弁でしたが、なかなか目に

見えて表れてこないと思うのです。 

 確かに補助金を使って解体するのはベス

トだと思いますが、町単独費でも逐次やっ

ていくほうがいいのではないかと思うので

すけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 御答弁申し上

げます。 

 議員からは、町の単独財源でも逐次進め

るべきという御指摘です。でき得るなら

ば、そのように進めていきたいという気持

ちはございます。 

 一方で、今回の旧ゆうあいセンターの解

体は、１億円という非常に多額な費用が必

要になってございます。 

 現在、国土交通省において、このような

除却の経費に対しては５分の２、４割補助

の制度があります。また、補助残について

も、一部特別交付税で措置されるという状

況にありますので、その辺の財源確保をし

っかり確認した上で、町として、年度ごと

に計画的に進めてまいりたいと、そのよう

に考えてございます。 

 今回は、国保病院の駐車場に利活用した

いということで旧ゆうあいセンターを解体

するわけでありますけれども、令和６年度

以降も、跡地を有効活用できるところを優

先して、順次解体していきたいと考えてご

ざいます。 

 未利用施設ではありますけれども、町民

共有の財産でありますので、しっかりと計
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画的な対応を取ってまいりたいと考えてご

ざいます。御理解をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 予算書８９ページ

の広報広聴費に関わってお聞きしたいと思

います。 

 今回、予算の大きなところは、１００周

年に関わる動画作成だと思うのですが、実

は、美幌町を説明するときに、子供たちの

活躍というのが相当活発なのです。日頃か

ら、地元新聞を通じて結果は分かるのです

けれども、その裏側では、練習をしたり、

様々な場面があるのだろうと思うのです。 

 たくさんの町民が、美幌とはというとき

に、子供たちが活躍している場面を、その

都度その都度何かをきっかけにして見た

い、どのようなことをやっているのだとい

うことで、特に高齢者にとってみれば、自

分の孫のような子供たちが活躍している場

面を直ちに動画で見られる。 

 あるいは、よその町の人たちが美幌を評

価するときに、すごいなという場面は幾つ

もあると思っているのですが、そのような

ところにもっと光を当てて動画で紹介す

る。１分なのか３分なのか、あるいは５分

なのかは別にして、場面が全く分からない

で、結果だけは活字で分かるというのは、

財産として大変もったいないという思いを

しています。この辺は、予算書には表れて

いないかもしれませんけれども、力を入れ

ようとしている分野ではないかと推察いた

しますが、取組の姿勢をお示しいただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 御答弁申

し上げます。 

 今、議員からお話がございましたとお

り、様々な事柄について広報をさせていた

だいております。将来のある子供たちの活

躍についての広報というのは、我々を含め

て、町民の方々に大変な勇気と元気を与え

ると感じておりますので、今後も積極的に

そのような広報をしていきたいと考えてご

ざいます。 

 現在、町のホームページ上におきまし

て、子供の活躍応援サイトという特設サイ

トを設けておりまして、学校の部活動や少

年団活動を競技別に分けまして、具体的な

活動の状況や大会の結果、そのようなもの

をこのサイト上において、応援する気持ち

も込めまして、広報としてやらせていただ

いているところでございます。 

 先ほどから動画の活用についてもお話を

しておりますが、今後は、動画による臨場

感のあふれる広報についても積極的に進め

てまいりたいと考えてございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書９１ペー

ジ、財産管理費の旧役場別館改修工事１,２

１８万８,０００円についてお尋ねをいたし

ます。 

 改修後の当該施設の所有権、入居料、修

繕費等の維持管理について御説明いただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 戸澤議員の御

質問にお答えいたします。 

 今回の旧役場別館の改修につきまして

は、網走農業改良普及センター美幌支所の

移転受入れに向け整備を行うものでありま

すが、移転に際して道と賃貸借契約を締結

することから、当該施設については、改修

後も町の所有ということで変更はございま

せん。 

 賃貸料につきましては、当該施設の整備

費用相当額を１０年間で分割した金額に毎

年一定額の小破修繕等相当額を加え、賃貸

料として負担いただく予定となっており、

契約後１０年間は、年額１４６万８,８００

円、１１年目以降は、年額２５万円と見込

んでいるところであります。 
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 また、修繕費につきましては、町の負担

が基本となりますが、電気、水道、ガス、

清掃等をはじめとした維持管理経費は、使

用者自らの契約により負担いただく内容と

なっておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 賃貸借契約を締結

するということでしたが、契約期間は何年

なのか教えてください。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 賃貸借に係る

契約期間というのは、特に設ける予定はご

ざいません。定期的に建物のメンテナンス

を行いながら、なるべく長く御利用いただ

けるようにということで考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 通常の不動産です

と、１年契約とか５年契約、１０年契約な

どいろいろあると思うのですが、設けない

ということは、退去するときには、例えば

１年前に言ってくださいとか、すぐに退去

されても困ると思うのです。そのようなこ

とも一切なしということでよろしいでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 御質問にお答

えいたします。 

 ただいまお話しました契約期間の関係で

ございますが、最終的な契約の条項につい

ては、これから北海道と最終的に詰めてい

くことになりますけれども、基本的には１

年の契約を更新していく形で契約を結びま

して、退去する場合は、通常数か月前に意

思表示をしていただく契約内容になろうか

と考えております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書９３ペー

ジ、企画費、北見工業大学連携事業として

４４万３,０００円ですが、事業の内容及び

積算根拠について御説明願います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 戸澤議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 初めに、事業内容についてであります

が、北見工業大学とは、令和３年１２月に

包括連携協定を結んでおります。協定締結

により、北見工業大学が持つ知的資源や人

材を生かし、専門的知識やアイディアの提

供をいただく美幌町の知恵袋として、まち

づくりの一層の推進が図られることを期待

しております。 

 一方、北見工業大学は、地域に生きる大

学として、教育及び研究の向上並びに社会

貢献活動が強化されることを期待しており

ます。 

 令和５年度におきましては、今後、省エ

ネの取組や教育、観光など、北見工業大学

が持つ知的資源や人材を生かした取組を行

うために、関連した予算を計上しておりま

す。 

 次に、積算根拠についてでありますが、

五つの項目で積算をしてございます。 

 一つ目は、各種行事等報償ということ

で、講演会や研修会活動等の講師謝礼とし

て１７万円です。二つ目は、消耗品費です

が、研修会等に係る消耗品代として２万４,

０００円です。三つ目は、食糧費ですが、

講師等の賄い代として２万７,０００円で

す。四つ目は、広告料ということで、講演

会等を開催する際の新聞広告として７万８,

０００円です。五つ目は、自動車等借上料

ということで、事業参加者用のバスの借上

料などとして１４万円を計上し、合計で４

４万３,０００円となってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 今の内容を見ます

と、主として講演会に係る形かと思います
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が、令和５年度の講演会の時期や内容、場

所が決まっているのであれば、お知らせい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 令和５年度に

つきましては、具体的にはまだ決まってご

ざいません。 

 二月に１回ほど、北見工業大学と町で連

携探索会議という会議を開催しておりまし

て、その中で具体的な開催内容や時期など

について詰めていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） ９３ページ、ふる

さと寄附金募集受付業務委託料２億２,３２

７万円ですが、返礼品の内容の詳細と返礼

品の開発状況についてお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 御説明をさせ

ていただきます。 

 まず、返礼品の内訳の詳細についてであ

りますが、こちらは資料１８ページ下段の

表に整理させていただいているところであ

りますけれども、平成３０年度から令和４

年度までの返礼品の上位２０品目について

整理をさせていただいております。 

 資料の品目の右側に種別を掲載させてい

ただいておりますが、各年度野菜類が多く

を占めていることがうかがえる状況となっ

ております。 

 平成３０年度では、上位２０品目中８品

目が野菜であり、平成３１年度では７品

目、令和２年度では１２品目、令和３年度

では１８品目、令和４年度につきまして

は、令和５年２月末までの集計ではありま

すけれども、２０品目中１５品目が野菜類

となっております。以上のことから、美幌

町においては、農産物が主力の返礼品とし

て人気となっております。 

 なお、令和４年度においては、１位が北

海道ブランド牛の赤身となっておりまし

て、４位に鱒のイクラ特製しょう油漬けと

いうのが入ってきているなど、野菜に加

え、肉類や魚介類も人気となっていること

が、令和３年度から令和４年度にかけての

寄附増額の要因となっております。 

 続きまして、返礼品の開発状況について

でありますが、こちらは資料１７ページ

に、返礼品の登録状況ということで整理を

させていただいております。 

 令和３年度におきましては、６月から１

２月にかけまして、美幌高校のアイスです

とか北海道ブランド牛の赤身など、合計１

０点の返礼品を登録してございます。 

 令和４年度におきましては、１０月から

翌年２月、先月にかけて、冷凍ホタテの貝

柱ですとか鱒のイクラ特製しょうゆ漬けな

ど、合計１７点の返礼品を登録している状

況となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） これを質問したの

は、羨ましいというか、紋別が全国１位の

１５０億円で美幌の予算よりも多いです。

真水で半分、例えば５０億円以上あった

ら、何でもできるのかなと、いつまで続く

か分かりませんけれども、羨ましいです。 

 美幌町においても、今まで１億円行くか

行かないかだったのが４億円です。これを

横から見れば、コロナ禍による特需かなと

いう面もありますので、当然これから収ま

っていくはずです。その場合に、この金額

を維持できるのかということを踏まえて、

今後のふるさと納税返礼品の商品開発、町

内だけでどうのこうのということではない

のですけれども、全町挙げてやらなければ

ならない。その旗振り役を美幌町がしなけ

ればならないわけですから、そのようなこ

とも含めて、再度商品開発についてお伺い

いたします。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 
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○政策課長（沖崎寿和君） 御質問に御答

弁させていただきます。 

 まず、金額を維持できるのかという部分

でありますけれども、維持あるいはさらな

る増額に向けてという気持ちで挑んでまい

りたいと考えております。 

 ただ、ふるさと納税というものは、町だ

けでどうこうできるものではございませ

ん。返礼品の取扱事業者、町内の事業者と

か受発注等を行う中間事業者、そのような

ところと協議を重ねまして、さらなる増額

に向けて取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 同じく企画費の

移住相談拠点施設運営等業務委託料１,４４

９万８,０００円の業務内容、項目ごとの予

算について御説明いただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 上杉議員の御

質問に御答弁いたします。 

 移住相談拠点施設運営等業務委託料に係

る業務委託内容及び項目ごとの予算額につ

いてでございますけれども、委託業務につ

きまして、大きく分けて二つの業務となっ

ております。 

 一つ目は、移住相談、施設の運営、企業

の利用促進に係る業務であります。 

 業務内容は、多様な主体による交流を通

じたコミュニティ活性化と、移住・定住を

促進するため、移住希望者からの相談業

務、コミュニティカフェの運営業務、企画

等のコワーキングスペース利用促進に向け

た企画と運営業務を委託するものでござい

ます。 

 積算内訳については、五つの項目で積算

しておりまして、１点目は、地域おこし協

力隊に係る経費として、２名分で９３４万

円です。２点目は、企業ワーケーションツ

アーの開催でありますけれども、企業のサ

テライトオフィス利用に向けたモニターツ

アーの企画運営を行う経費として、６０万

円となっております。３点目は、企業ワー

ケーションツアー参加補助費でありますけ

れども、こちらは、モニターツアーの参加

企業の負担を軽減するため、交通費ですと

か滞在費を助成することとして、３０万円

を積算しております。４点目は、ＫＩＴＥ

Ｎのホームページの維持管理費ですが、サ

ーバーの管理費用として３０万円となって

おります。５点目は、ＫＩＴＥＮのホーム

ページの運用費であります。ＳＮＳと連動

した情報発信ですとか写真や動画の撮影、

ホームページの定時作成や更新に係る費用

として９０万円を積算しており、合計で１,

１４４万円、それに消費税を加えまして１,

２５８万４,０００円となっております。 

 委託業務の二つ目は、関係人口創出業務

となります。 

 業務内容は、本町の関係人口、こちらは

移住の候補者を創出するため、学生や若者

を対象とした短期滞在型のインターンプロ

グラムの企画運営業務を委託するものでご

ざいます。 

 具体的な事業体験としましては、みどり

の村キャンプ場での試験的なグランピング

施設の運営を想定しており、みどりの村キ

ャンプ場でグランピングが事業として成り

立つかをインターンプログラムに組み込む

ことで、インターン参加者にとって、挑戦

機会の創出や地域づくりの現場を体験でき

るプログラムとなることを期待しておりま

す。あわせて、町民や地元企業との交流機

会なども設ける予定です。 

 また、企業のワーケーション利用の際の

宿泊場所として、グランピングが有効な手

段なのか、キャンプ場利用者にニーズがあ

るのかなど、みどりの村キャンプ場におけ

るグランピングの活用の可能性を検証する

機会としても期待しているところでござい

ます。 
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 積算内訳につきましては、二つの項目で

積算しております。 

 一つ目は、地域おこし協力隊員インター

ンに係る経費として８４万円となっており

ます。二つ目は、インターンプログラム作

成費でありますけれども、インターンの企

画や運営経費として９０万円を積算してお

り、合計で１７４万円、それに消費税を加

えまして１９１万４,０００円となっており

ます。 

 なお、地域おこし協力隊インターンであ

りますけれども、なかなかなじみのない言

葉ということで、若干補足をさせていただ

きたいと思います。 

 こちらは、令和６年度に地域おこし協力

隊の隊員数８,０００人という国の目標に向

けまして、地域おこし協力隊の新たなメニ

ューとして令和３年度に創設されたもので

す。 

 任用期間は、２週間から３か月でありま

す。移住の要件はございません。活動内容

は、地域おこし協力隊と同様の、地域協力

活動に従事することを想定しているもので

ございます。 

 地域おこし協力隊同様、財政措置があり

まして、協力隊インターン参加者の活動に

要する経費につきましては、１人１日当た

り１万２,０００円です。インターンのプロ

グラム作成等に要する経費は、１団体当た

り１００万円を上限に、特別交付税による

措置がされることとなっております。 

 今回の関係人口創出業務につきまして

は、上限額以内となっておりますので、全

ての経費が財政措置される見込みとなって

おります。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 説明のあった企

業ワーケーションツアーの開催、６社１０

万円と計上されていますけれども、これは

通年で何回かに分けて実施するのか、それ

とも特定の月に１回やるのか、どちらなの

ですか。 

 また、交通費と滞在費を１社当たり５万

円助成するというのは分かりましたが、そ

の上の１０万円というのは、ツアーを開催

するのにどのような費用がかかるのか、そ

の辺の御説明をいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） ただいまの御

質問でありますが、企業ワーケーションツ

アーの開催６社といいますのは、募集時期

については随時ということで考えておりま

す。特定の時期に６社全てが集まるツアー

ではなくて、それぞれ協議が調った段階で

ツアーを開催するという内容で想定してお

ります。 

 あと、ワーケーションツアーの開催に係

る経費でありますけれども、こちらは、モ

ニターツアーとしてこちらに来ていただい

てどのようなことを体験するのか、ワーケ

ーションですので、テレワークの施設を単

に使うだけではなくて、バケーションとい

う余暇の過ごし方、そのようなものについ

ても企画をしていく必要がありますので、

その経費となっております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 通年で随時募集

するということは分かりました。実際に募

集をして、希望する企業が多くなった場

合、殺到するのかどうか分かりませんけれ

ども、例えば、６社以上に希望があった場

合は、追加で補正することもあり得るのか

どうか、その辺だけお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） ただいまの御

質問についてお答えいたします。 

 募集が殺到した場合の予算対応というこ

とでございますけれども、せっかく整備す

る施設でございます。サテライトオフィス

契約等が伸びることは、町にとって大変望
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ましい状況でありますので、補正予算等に

ついても検討していきたいと考えていると

ころです。 

 ただ、募集状況を見た中で、その辺はき

ちんと判断していきたいと考えております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 同じく９３ペー

ジ、今のＫＩＴＥＮの話なのですが、積算

内訳の中の地域おこし協力隊経費、これは

報酬ではないと理解するのですが、どのよ

うなことを見越した経費がかかるのか。ま

た、ＫＩＴＥＮのホームページの維持管理

費とか運用費というのがあるのですか。こ

れは町が誰に払う費用なのか、お答えくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 稲垣議員の御

質問にお答えいたします。 

 地域おこし協力隊の経費について、報酬

ではないのかという御質問でございますけ

れども、地域おこし協力隊におきまして

は、町が直接任用する場合と委託業者に採

用等をお願いする二つの手法がございま

す。 

 今回の地域おこし協力隊の経費につきま

しては、業務委託料の中に組み込んで、町

が受託事業者に委託費として支払い、受託

事業者が給料、報酬という形で個人に支給

することになってございます。 

 また、ホームページにつきましても、委

託業務の中に組み込むということで想定し

ておりまして、受託した事業者が、自社で

ホームページの管理をすることを基本に考

えておりますけれども、それが難しいとい

う状況であれば、専門のホームページ等を

管理する業者への再委託、一部委託という

こともあろうかと考えているところでござ

います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 今の話は理解いた

しました。 

 この事業は、いろいろと興味深く期待す

る事業ではあるのですが、何年ぐらい継続

するという考え方はありますか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） お答えいたし

ます。 

 今後の見込みということでございますけ

れども、こちらの施設は、国の補助金を受

けて施設整備等をしている建物でございま

して、３年後のＫＰＩ、目標を設定してい

る状況でございますので、当面３年程度

は、このような形で委託経費が発生するこ

とを想定しております。 

 その後につきましては、施設運営の自

走、独立採算による運営を期待していると

ころでございますが、今後の状況を見ての

判断ということで考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 同じ項目です。イ

ンターン６名の募集ということですが、こ

のインターンについてお伺いしたいと思い

ます。 

 募集についてはどのように行うのか、そ

れから、日当が大体１万円で２週間という

ことですが、滞在するのであればもう少し

お金がかかるのかなと思いますが、滞在は

どうなるのか。それから、地方から来るの

であれば、当然旅費も発生すると思うので

すけれども、その辺はどうなっているの

か。 

 ２点目としましては、インターンプログ

ラム作成ということですが、誰が作成する

のか、その詳細についてお知らせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 御質問にお答

えいたします。 



－ 239 － 

 まず、地域おこし協力隊６名の募集につ

いてでありますけれども、基本的には学生

とか若者で、道外の方を想定しておりま

す。こちらも委託業務ということになりま

すので、基本的には町外の委託業者が募集

等の活動を行うことになってまいります。 

 次に、滞在費等の費用も発生するのでは

ないかということでありますけれども、イ

ンターンプログラムの運営についても、こ

ちらの９０万円の経費に含まれております

ので、この部分での対応はあろうかと思っ

ているところでございます。 

 あと、プログラムの作成についてですけ

れども、こちらは委託業者で考えていくこ

とを想定しております。ただ、みどりの村

等の施設の活用などを想定しているのです

けれども、みどりの村振興公社との打合せ

等については、町もある程度関与しなが

ら、一緒にプログラムを組んでいけたらと

考えているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 滞在経費につきま

しては、先ほどのプログラム作成費９０万

円の中に含まれるということですが、移動

経費だけでも結構かかると思うのです。６

名分の移動を考えると、９０万円はすぐな

くなってしまうと思うのです。 

 それから、プログラム作成も業者に委託

するということですが、今、ＫＩＴＥＮを

運営している業者があると思うのですけれ

ども、その業者が作るほうが早いのかなと

も考えるのですが、それとは別の会社とい

う考え方でよろしいのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） ＫＩＴＥＮを

運営する会社には、施設の運営や移住相談

業務と併せて、インターンプログラムの作

成など関係人口の創出業務についても一括

で委託を考えております。 

 旅費につきましては、航空会社にもよる

のですけれども、ある程度リーズナブルな

航空券を手配すれば、この委託料の中でで

きると考えているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

午前１０時５７分 休憩 

─────────────────── 

午前１１時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和５年度美幌町一般会計予

算についての質疑を行います。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書９３ページ

になります。 

 企画費のうち、ＵＩＪターン新規就業支

援事業補助金３６０万円についてお伺いい

たします。 

 当該事業の詳細について御説明願いま

す。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 戸澤議員の御

質問にお答えいたします。 

 ＵＩＪターン新規就業支援事業補助金に

係る事業の詳細でありますけれども、美幌

町へのＵＩＪターンを促進するため、東京

２３区に在住または通勤していた方が移住

し、移住支援金対象法人に就業した方等に

移住支援金を支給する制度でございます。 

 対象の要件は、次の三つの要件全てを満

たしている方となっております。 

 まず、移住元の要件でありますけれど

も、一つ目の要件としましては、移住する

直近１０年間のうち、通算５年以上東京２

３区に在住または通勤していた方となりま

す。 

 二つ目の要件は、移住する直前に、１年

以上東京２３区に在住または通勤していた

方となっております。 

 一つ目、二つ目共に、通勤の場合にあっ

ては、東京、埼玉、千葉、神奈川県のいず

れかに居住していた方が対象となります。 
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 続いて、就業の要件でございますが、次

のＡＢＣＤのいずれかに該当する必要がご

ざいます。 

 まず、Ａでございますが、こちらは就業

の場合となります。 

 マッチングサイト掲載の法人に新規就業

した方となっております。ここで言うマッ

チングサイトとは、北海道が運営する移住

支援金対象の求人を掲載する求人サイトの

ことを指してございます。現在、美幌町内

におけるサイトの登録法人は１１社となっ

ており、うち求人掲載している企業は２社

となっております。 

 Ｂは、専門人材の場合となっておりまし

て、国のプロフェッショナル人材事業また

は先導的人材マッチング事業を利用した方

となっております。 

 Ｃは、自らが起業する場合ということに

なります。道の起業支援事業、地域課題解

決型起業支援金の交付決定を受けた方が対

象となります。 

 Ｄは、テレワーク移住の場合で、転勤等

ではなく自己の意思により移住し、引き続

き東京２３区での仕事を継続する方が該当

します。 

 支援金の支給額につきましては、単身の

場合は６０万円、世帯の場合は１００万

円、世帯の中に１８歳未満の子供がいる場

合は、子供１人につき、令和５年度から１

００万円が加算されることとなっておりま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） ２点お聞かせくだ

さい。 

 １点目は、なぜ東京２３区内に限定して

いるのか。大阪などいろいろあると思うの

ですが、なぜ東京２３区なのかということ

です。 

 ２点目は、現在掲載している２社はどの

ような形態の企業なのか、差し支えなけれ

ばお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） お答えいたし

ます。 

 １点目の、東京２３区、東京近郊に限定

している理由でございますけれども、こち

らは国庫補助金が北海道に入っていまし

て、北海道を通じて美幌町に入ってくるわ

けでありますけれども、国、道の制度とし

て、このような地域の限定がされているた

めでございます。 

 ２点目の、２社の内訳でございますけれ

ども、こちらはホームページにも掲載され

ておりますが、町内の宮田建設さんとクレ

ードル食品さんの２社になってございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 同じく９３ペー

ジ、企画費の空家等除却事業補助金５００

万円の拡充内容、不良住宅の判定要件の緩

和内容及び過去２年の実績について御説明

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 上杉議員の御

質問にお答えいたします。 

 空家等除却事業補助金に係る拡充内容及

び過去２年間の実績についてでございます

けれども、まず、拡充内容についてでござ

います。令和５年度に向けた制度見直し内

容については、大きく４項目の拡充を行っ

ております。 

 一つ目は、補助対象者の追加でございま

す。 

 これまでは、空き家の所有者またはその

相続人に対象者を限定しておりましたが、

空き家の除却について同意を得た、空き家

が所在する土地の所有者または相続人を対

象者に追加するものでございます。 

 二つ目は、対象空き家の見直し及び追加

でございます。 
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 これまで、賃貸用として使用されていた

住宅は対象外としておりましたが、所有者

本人の居住として建築または購入した住宅

の場合、過去の賃貸年数が２年未満の空き

家であれば、対象とすることといたしま

す。また、兼用住宅を補助対象として追加

することといたします。ただし、兼用住宅

の場合は、補助の対象となるのは、居住に

供する部分の除却工事のみとなっておりま

す。 

 三つ目は、一般型における不良住宅の判

定方法の見直しです。 

 除却工事のみを行う一般型における対象

空き家の判定につきましては、住宅地区改

良法に基づく判定を、これまで外観目視に

より実施しておりましたが、不良住宅の判

定基準であります評点１００に達しない場

合で、空き家所有者が希望した場合は、内

観目視による判定を追加することといたし

ます。 

 四つ目は、一般型における不良住宅に準

じる空き家に対する補助の追加です。 

 不良度の評点が１００未満となり、不良

住宅と判定されなかったものにつきまして

は、これまで対象外としておりましたが、

評点５０以上のものにつきましては、不良

住宅に準じるものとして、町単独の補助対

象とするものでございます。 

 なお、補助の金額につきましては、評点

１００以上の不良住宅は限度額が５０万円

となっておりますけれども、評点５０以上

１００未満のものにつきましては、限度額

を半分の２５万円とさせていただきたいと

思っております。 

 次に、過去２年の実績ということでござ

いますけれども、令和３年度におきまして

は、当初予算を一般型、新築型合計で８棟

５００万円の予算を計上しておりました

が、実績としましては、合計で６棟４５０

万円の執行となっております。 

 令和４年度におきましては、令和３年度

同様に、当初予算を合計で８棟５００万円

として計上しておりましたが、実績は、合

計で５棟約４００万円の実績となっており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 拡充内容は分か

りました。 

 今回、令和５年度からこのようないろい

ろな要件について拡充をするに当たって、

経緯を御説明ください。令和３年度、４年

度の中で、例えば（１）ですと、もちろん

同意が前提ですけれども、空き家が所在す

る土地の所有者、相続人からこのような御

相談が現実にあって、町として拡充された

のか。それとも、他の市町村で同様な内容

の除却が進んでいるので改正しようとした

のか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） お答えいたし

ます。 

 拡充内容に係る状況でございますけれど

も、（１）で言いますと、空き家の所有者

と土地の所有者が違うという件については

御相談がございました。ですので、こちら

を対象に加えたいと考えているところでご

ざいます。 

 ちなみに、数は少ないのですけれども、

他の自治体でも、このようなものを対象者

に加えているところはある状況となってご

ざいます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書９５ペー

ジ、企画費のうち国際交流事業として、特

別旅費６２万４,０００円、友好姉妹都市交

流事業負担金として３０２万３,０００円、

同じく補助金として６２万６,０００円を予

算化しております。 

 ケンブリッジ訪問事業だと思いますが、

これらの内容、目的、日程、人員、積算根



－ 242 － 

拠等の詳細について御説明をお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの御質問について答弁させていただきま

す。 

 こちらの事業は、ケンブリッジへの訪問

団を派遣する事業と例年実施しております

美幌高校の高校生が短期留学する費用を計

上しております。 

 まず、ケンブリッジの訪問団についてで

ございますが、ケンブリッジと友好姉妹都

市の協定を締結してから、昨年で２５周年

を迎えました。 

 ケンブリッジから正式に訪問団を招聘す

る旨の連絡をいただいておりましたが、昨

年度はコロナ禍で断念した状況でございま

す。今年度、その訪問団を派遣する予算を

計上させていただいております。 

 目的につきましては、今回、教育と文化

に重きを置いて実施したいと考えておりま

す。 

 実施の時期につきましては、秋頃を予定

して、今、調整中でございます。 

 なお、訪問団の編成につきましては、町

長、議長、町民５名と随行職員１名の計８

名を予定してございます。 

 予算の内訳でございますが、まず、ケン

ブリッジ訪問団につきましては、特別旅費

として６２万４,０００円を随行職員の旅

費、消耗品、そのほかに、負担金としまし

て訪問団５名分の航空運賃や宿泊料を計上

しており、こちらが２５８万円で、計３２

１万円を計上させていただいております。

このほかに、町長、議長の旅費を総務費と

議会費で計上させていただいております。 

 もう一つの高校生の短期留学でございま

すが、こちらは消耗品が２万円、筆耕翻訳

料が５万円、負担金は、授業料やホームス

テイ費用になりますが、２名分で６２万３,

０００円。補助金でございますが、こちら

は航空運賃等の７割を町が補助するという

形になっておりまして、その金額が６２万

６,０００円、計１３１万９,０００円とな

っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） １点だけ確認させ

てください。 

 高校生の短期留学者を２名派遣するとい

うことですが、この人選についてはどのよ

うに行うのか、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） 高校生

の短期留学の人選についてでございます

が、現在の高校１年生と２年生を対象に募

集いたします。 

 親御さんと相談して募集してきた中か

ら、学校でこの生徒さんに行かせたいとい

う子を２名選定していただいて、その選定

結果を町に提出していただき、そこで最終

決定する形になっております。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 戸澤議員と同じ項

目で一つ確認です。 

 ケンブリッジへの訪問団ということで、

僕はすばらしいことだと思います。今、話

を伺うと、ケンブリッジのほうから来てく

ださいという誘いがあって、これは当然参

加しなければならない話です。諸外国と友

好を結ぶというのは大事なことです。お互

いの理解がないから、ウクライナ戦争のよ

うなことになってしまうという歴史があり

ますので、国でも当たり前の話ですが、市

町村単位でもどんどんやってほしいと思い

ます。 

 ケンブリッジとは２５周年ということ

で、以前から先住民族の交流は続いている

と思っておりますけれども、ニュージーラ

ンドのマオリ族、北海道は先住民族である

アイヌ民族ということで親睦を図ってい

た。 
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 今まで２５年間の歴史があるわけですか

ら、この訪問団がそのような友好を含めた

訪問団になっているのか、その点を伺いま

す。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 先住民族

の関係でございますが、今、議員からお話

がありましたとおり、ニュージーランドの

ケンブリッジには先住民族のマオリ族がご

ざいます。ケンブリッジ側としても、その

ようなカテゴリーの交流に大変興味を持た

れているというお話も聞いてございます。 

 そのため、訪問団の人選につきまして

は、今後、実行委員会でしっかりと確認し

て決定していくことになっていきますが、

ケンブリッジ側のいろいろな御意向も確認

しながら、先住民族のことについてもしっ

かり議論した中で人選を進めていきたいと

考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 訪問団の構成は

分かりました。 

 それで、公費ではなくて、町民の中でぜ

ひ参加したいという希望町民がいた場合の

取扱いは、実行委員会で最終的に決定する

と思います。過去にも自費で参加した部分

はありましたが、今回もそのようなことは

予定されると受け止めてよろしいのでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） これまで

の経緯の中でも、そのような町民の参加を

行ってございました。今回につきまして

も、同様に、そのようなことも含めて進め

ていきたいと考えてございます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 私からは、９５

ページ、辺地対策費というところで、石北

本線利用促進業務委託料の関係につきまし

て、コロナ禍で利用しづらい状況が続いて

おりますが、町民に知られていないと感じ

ることもありますので、もっとＰＲの方法

を工夫されてはどうかと思いますがいかが

か、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの御質問に答弁させていただきます。 

 この事業は、令和４年度から開始した事

業でございまして、これまで町広報やホー

ムページのほか、観光物産協会で乗車券を

購入する際に、制度を知らないお客さんに

も声かけする形で行ってきました。 

 そのほか、オホーツク圏活性化期成会と

か石北本線部会というのがございまして、

近隣自治体と一緒になって、同じような制

度をやっているものをＰＲしてきた経過が

ございます。 

 令和５年度からは、近隣自治体と共同し

ていろいろな取組を予定してございますの

で、その中でさらに周知を図っていきたい

と思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 令和４年度から

の実施ということですけれども、令和４年

度はどの程度の希望者があったのか、せっ

かく町で取り組んでいる状況を活用しない

方法はないかなと思いますが、どの程度の

人たちが利用したのかお知らせいただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） 利用者

数でございますが、令和５年２月末で３４

名の方に御利用いただいております。 

 議員の御指摘のとおり、まだ知らないと

いう方もいらっしゃると思いますので、今

後積極的に周知を図っていきたいと思って

おります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ
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ん。 

○１１番（上杉晃央君） 辺地対策費のデ

マンドバス運行業務委託料７５９万３,００

０円、業務委託の積算内容について御説明

いただきます。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） デマン

ドバスの積算内訳についてでございます。 

 こちらは、地域公共交通確保維持改善事

業補助金という国の補助金がございまし

て、この中で、都道府県ごとの１時間当た

りの運行経費である標準経常経費というも

のが示されております。その金額が３,４９

５.５８円となっておりまして、それに１日

の運行時間６時間を掛けまして、運行日数

３６２日を掛けた金額でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書９７ペー

ジ、交通安全費になります。 

 自転車用ヘルメット着用促進支援事業と

して７３４万６,０００円を計上しておりま

す。無償配付の経緯、着用促進施策、今後

の支援、更新の考え方、配付の方法等事業

の詳細について御説明願います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

ま御質問いただきました自転車用ヘルメッ

ト着用促進事業について説明させていただ

きます。 

 まず、経緯といたしましては、道路交通

法の改正によって、令和５年４月１日か

ら、自転車乗車時のヘルメット着用が、全

世代に努力義務化されているところでござ

います。 

 とりわけ、乗車機会の多い町内小中学生

に自転車乗車時のヘルメット着用を推進す

るために、今回実施するものでございま

す。 

 着用促進の施策としましては、パンフレ

ットや町広報で周知をするとともに、町内

小中学生にヘルメットを配付し、小中学校

や少年団等と連携協力しながら着用促進を

図ることで、交通事故や転倒時の頭部損傷

を防ぎ、死亡・重症リスクを低減していき

たいと思っております。このことで、悲惨

な交通事故を未然に防止するというのが今

回の取組でございます。 

 今後につきましては、まず、令和５年度

に全小中学生にヘルメットを配付いたしま

す。その後は、小学校入学時に子供用のヘ

ルメットを全員に配付しますが、成長とと

もに子供用が小さくなる子もいますので、

小学校高学年になるのか、中学入学時にな

るのかは分かりませんが、子供の成長に合

わせて大人用を配付するという形になりま

す。今後、美幌の子供たちは、子供用ヘル

メットと大人用ヘルメットを２回、小学

校、中学校で１個ずつ配付されるという形

になります。配付方法につきましては、学

校に協力をいただきながら配付をするとい

うことにしております。 

 予算についてでございますが、子供用が

４５７名分、大人用が２８９名分を予定し

ております。そのほかに、再来年度、令和

６年度の小学校入学分も令和５年度予算で

計上させていただいて、４月にすぐ渡した

いということでございまして、その分９９

名分を計上させていただいているところで

ございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） ３点ほど確認させ

ていただきたいと思います。 

 １点目は、ヘルメットは個人の所有物に

なるのか、それとも学校の備品として貸し

出すのか。 

 ２点目は、転入される生徒さんがいると

思いますけれども、その生徒さんに対して

はどうするのか。 

 ３点目は、損傷とか紛失してしまったと

きの処置はどうなのか、その３点について
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お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの御質問に答弁させていただきます。 

 まず、所有についてでございますが、こ

ちらは個人の所有ということになります。 

 転入につきましては、転入の分も若干見

込んで予算計上させていただいております

ので、転入があった場合には、お渡しでき

る形となっております。 

 損傷や紛失の場合につきましては、今の

ところ対応する予定はございません。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 私からは、この件

について１点だけお尋ねしたいと思いま

す。 

 ヘルメットには耐用年数があると思うの

ですけれども、耐用年数は何年なのか、ま

た、個人の持ち物になるということであれ

ば、耐用年数を超えた後の配付方法をお聞

かせいただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） 耐用年

数についてでございますが、メーカーによ

って若干差はあると思いますが、調べたと

ころですと、５年ぐらいが多いのかなと思

っております。 

 ５年ですと、例えば大人用を小学校５年

生からかぶったとしても、中学校３年生ま

で使えるということになりますので、その

ような形になっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 同じヘルメット関

連ですが、大変すばらしい事業だと思って

おります。令和６年度の入学児童の分も見

込んでいるということは、今後、未来永劫

事業を続けていくと考えてよろしいのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） 未来永

劫かは分からないですけれども、今のとこ

ろ継続した事業としていきたいと考えてお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 未来永劫は言い過

ぎですが、新１年生に関しては、今後継続

してこの事業を進めていくのかどうかの確

認と、乗らない子供にあげる必要はないと

思いますが、今は要らないけれども、途中

から自転車に乗り出した場合は、途中の年

度でもあげるという理解でよろしいでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの質問に答弁させていただきます。 

 議員のおっしゃるとおり、今後、新１年

生に配付していく形になります。 

 また、今は乗ってない子供についてです

が、私どもとしましては、小中学生全員に

配付することとしております。ほとんどの

お子様は、多かれ少なかれ自転車を利用す

ると思いますので、全員に配付するという

方向で進めております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書９７ページ

になります。 

 住民活動推進費のうち手作り出店実行委

員会負担金３８０万円についてお尋ねしま

す。 

 ふるさと祭りでの第３０回記念と町制１

００周年記念イベントの内容について御説

明願います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの質問に答弁させていただきます。 

 ふるさと祭りの１００周年記念イベント

の内容ということでございますが、令和５
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年度の開催に向けて、実行委員会を昨年の

１０月と今年の２月に開催しております。 

 この内容につきましても、実行委員会の

中で議論し決定していくことになります

が、今の段階では、記念事業として、例え

ば、タレントを呼ぶとか、大道芸フェステ

ィバルのようなものを開催するとか、子供

たちが喜んでくれるヒーローショーのよう

なものをやってはどうかという案が出され

ましたが、詳細については、今後実行委員

会で詰めていきたいと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 同じ９７ページ

の住民活動費の中の、手作り出店のことに

ついてお伺いいたします。 

 今回、出店意向の確認のアンケートで

は、出店したいというところが１３団体し

かありませんでした。検討中が１４団体、

難しいというのが７団体ということで、今

後やろうとする団体というのは非常に難し

い状況になっていると思います。 

 私が何を聞きたいかというと、②のとこ

ろに、個人出店、手作り雑貨、フリーマー

ケット、それから小中学生のバザー、お祭

り会場で実施するという答弁がありますけ

れども、例えば、個人の手作り出店とかフ

リーマーケットというのは、今までのよう

な出店料では、この３日間、なかなか利益

を上げる状況にはなっていないのではない

か。 

 そうすると、そのような団体は必然的に

出店できない状況になってくるので、出店

料についても、夜になると電気は必ず使う

のでしょうけれども、出店するお店の内容

によって金額などを検討してはどうかと思

います。 

 もう一つは、例えば障がい者の人たちが

出店する団体というのは、なかなか利益を

上げられるような状況になっていないこと

もありますので、出店料については今後検

討していく必要があると思います。 

 このお祭りイベントというのは、町民の

皆さんたちがお祭りを盛り上げたいという

思いで企画していると思いますので、そこ

ら辺のことも十分検討した上で今後の対策

が必要になってくるかと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの質問について御答弁させていただきま

す。 

 今回、出店に当たり、昨年１２月にアン

ケートを実施してございます。４０団体に

送付いたしまして、２４団体から回答がご

ざいました。出店したいと御回答いただい

たのが１３団体、「検討中」が４団体、

「難しい」が７団体という結果でございま

す。 

 出店者の対策といたしまして、町内の企

業、団体への案内ですとか、あとは個人の

共同出店ですとか、出店料の据え置き、電

気料が高騰しておりますので、本来は出店

料を上げなければならないところなのです

けれども、そちらを値上げせずに据え置き

という方策を検討しております。 

 ただいま、電気の使用量によって出店料

を変えてはどうかという御質問でしたが、

現在も電気料の多い少ないによって出店料

を変えてございます。電気の使用が多いと

ころと少ないところで一緒にはなりません

ので、電気の使用量が多いところは高いと

いうことになってございます。 

 議員のおっしゃるとおり、盛り上げたい

という気持ちで皆さんやっていただいおり

ますが、出店が少ないと盛り上がりに欠け

るというのは事実でございますので、実行

委員会の中で、できる限り出店者対策を実

施してまいりたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） しつこいようで
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すけれども、町民の皆さんのお祭りを盛り

上げたいという気持ちを最大限に生かして

いただいて、出店を募集する際にも、条件

を緩和できるものは緩和して、皆さんがこ

れなら出店できるという思いにつながるよ

うな検討が必要かと思います。そこら辺の

ことを実行委員会の中で十分相談していた

だいて、出店できる団体が少しでも多くな

るように努力していただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 我々も、

町民のためのお祭りということで認識して

おりますので、大勢の方々が参加しやす

い、そのような内容で進めてまいりたいと

考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） ９９ページの住

民活動費の中のびほろの活力共創事業補助

金、継続事業の内容と新規事業の内容につ

いて御説明願います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

ま御質問いただきました活力共創事業の内

容でございますが、令和５年度といたしま

しては、２年目の事業が１事業、美幌体験

ツアー、３年目の事業が３事業、びほろイ

キイキピアノ、Ｆｊｏｙ主催本格お化け屋

敷、プレーパーク美幌をつくる会というの

が該当になる事業でございます。 

 新規事業につきましては、これから募集

いたします。上限５０万円で、５件分の予

算を計上させていただいているところでご

ざいます。 

 募集につきましては、４月早々に募集を

開始する予定となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 内容については

分かりました。 

 ただ、このような事業内容についても、

一般の町民の人たちに分かりやすい内容

で、いろいろな方法でのＰＲは必要かと思

います。 

 事業を見てみると、参加する人、見学す

る人、あまり多い状況になっていないのか

なと思いますので、そこら辺のことも十分

検討した上で、町のこのようなところでこ

のようなものをやっているということが分

かるようなＰＲ方法も必要かと思いますの

で、その点についても検討していただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの質問に回答させていただきます。 

 できるだけ多くの皆様に参加していただ

きたいという思いは私どもも同じでござい

ますので、できるだけ多くの人に参加して

いただけるよう、町も協力して周知を図っ

てまいりたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １０１ページ、

電算管理費のＤＸ対策業務委託料１,５６９

万３,０００円の業務内容及び積算内訳につ

いて御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁させていただきます。 

 ＤＸ対策業務委託料１,５６９万３,００

０円の内訳については、ＤＸの推進を図る

ための３本の委託料となります。（１）か

ら（３）までの委託料で、合計１,５６９万

３,０００円となっております。 

 （１）は、標準システム仕様分析委託料

でございます。これからの自治体の情報シ

ステムの標準化、共通化として、国が進め

ているものでございます。 

 具体的には、現在、地方公共団体ごと

に、住民基本台帳や固定資産税の税情報な
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ど、それぞれ異なる電算データを持ってい

ますが、国の主導で統一、標準化したシス

テムを全国的に導入し、これから始まりま

すオンライン申請など、住民の方々の利便

性を向上させようとするものでございま

す。 

 令和７年度の実施に向け、令和５年度

は、町が現在使っているシステムと国が示

すシステムとの差異を調査するものになり

ます。全額、国費として実施いたします。 

 （２）は、セキュリティ研修委託料でご

ざいます。 

 ＤＸの推進を図る上で、高度化するセキ

ュリティ対策について、今年度も既に実施

していますが、令和５年度には、専門講師

による具体的な職員研修を予定するもので

ございます。 

 （３）地図情報システム導入委託料は、

現在、職員が住宅を確認したり訪問する際

に使っている紙ベースの地図を、電子版に

切り替えるものでございます。 

 これを導入することによりまして、職員

がパソコン上のアプリで電子データを確認

できることに加え、電子データの場合、一

度書き込んだデータが保存できますので、

現在の紙ベースのデータのように、古くな

って数年ごとに切り替える必要がなくなる

という利点がございます。 

 今後は、様々な業務に利用できるという

ことで、令和５年度は、道路維持管理業務

やリフォーム補助金の住宅建設、空き家対

策事業の現地確認などに活用することを予

定してございます。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 概要は分かりま

した。 

 令和５年度において、現行システムと国

のシステムの差異を調査するということ

で、この作業というのは、恐らく令和６年

度も続いて、令和７年度に新システムに移

行と書かれています。 

 私は、町内のコンビニ事業者の方から、

住民票の発行などもできるだけ早くしてほ

しいとの要望等も聞いておりますけれど

も、この作業には、そのようなことが視野

にあって、実際に移行する時点から、町の

証明書のコンビニ発行などが可能になる取

組でもあるということで理解してよろしい

のでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問は、コンビニでの住民票等の交付だと

思いますが、それは別のシステムでござい

まして、それについては令和７年度を待た

ずに、導入を検討しようと思えば導入でき

る事業となります。 

 ただ、町としては、費用対効果を含め

て、現状では大変高額なものと認識してお

り、このシステムとは異なるものでござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 同じところでご

ざいます。 

 ＤＸ対策業務委託料１,５６９万３,００

０円について御説明がありましたけれど

も、全国的に標準システムが導入されると

いうことであります。現在、税情報など２

０業務ありますけれども、それら全部を国

から示される標準化システムに移行する考

え方でやられるのか、あるいは、その状況

を見て、これは美幌町には合わないという

ことであれば、全国的なものに入らないで

独自にやられるのか、そこら辺の説明をお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） 今回の標準シ

ステムにつきましては、国が示したシステ

ムだけをやるということではございませ

ん。現在、住民基本台帳に書かれているデ

ータが市町村ばらばらなので、これを統一
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するということでございます。 

 これは、コロナ禍において、いろいろな

給付金を出すときに支障があったことか

ら、最低限国が示したシステムは導入して

ください、その整備費は国が支援しますと

いうことでございます。 

 一方、美幌町を含め、各自治体では、そ

れぞれ独自に開発しているシステムもござ

います。過去に町独自で実施しているシス

テムは、今後もオプションとして町独自で

持ちたいと考えておりますが、今回の標準

システムは、あくまでも国が示す最低限の

システムの標準化であり、それについては

国費で行う予定でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 分かりました。 

 それで、２０業務というのがあります。

税情報、国民年金のほかにどのような業務

があるのか、説明をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ２０業務でご

ざいますが、住民基本台帳をベースとして

おりまして、選挙人名簿管理、固定資産税

などの税情報、国民健康保険、国民年金、

障がい者福祉、後期高齢者医療、介護保

険、児童手当、生活保護、健康管理、就学

児童扶養手当、子ども・子育て支援など、

町民に身近な分野に幅広く及んでいるシス

テムでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項総務

管理費を終わります。 

 次に、２項徴税費、１０２ページから１

０５ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、２項徴税費を終わります。 

 次に、３項戸籍住民基本台帳費、１０４

ページから１０７ページまでの質疑を許し

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、３項戸籍住民基本台帳費を終わ

ります。 

 次に、４項選挙費、１０６ページから１

０９ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、４項選挙費を終わります。 

 次に、５項統計調査費のうち１目統計調

査費、１０８ページから１０９ページまで

の質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、５項統計調査費のうち１目統計

調査費を終わります。 

 次に、６項監査委員費、１１０ページか

ら１１１ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、６項監査委員費を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１３時１５分といたします。 

午前１１時５８分 休憩 

─────────────────── 

午後 １時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和５年度美幌町一般会計予

算についての質疑を行います。 

 次に、３款民生費、１項社会福祉費、１

１２ページから１２３ページまでの質疑を

許します。 
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○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １１３ページ、

社会福祉総務費のボランティアポイント事

業補助金３８万７,０００円。令和４年度の

実績よりも若干増額していますけれども、

ボランティアの推進状況についてお知らせ

ください。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） お答えい

たします。 

 御質問のボランティアポイント事業補助

金につきましては、社会福祉協議会が実施

しておりますボランティアポイント事業に

対しまして、事務経費の２分の１以内の事

業費を補助する内容となってございます。 

 御質問の令和４年度の実績見込みについ

てでございますが、ボランティアポイント

登録者は２１０名となっておりまして、令

和３年度より４２名の増となってございま

す。 

 ボランティアポイント事業のプログラム

の内容といたしましては、主なものとし

て、配食サービス、移送サービス、フラワ

ーマスター連絡協議会など３１のポイント

対象活動を実施しており、参加人数は延べ

２,０８４名、参加時間は延べ４,１５１時

間程度となる見込みでありまして、いずれ

も令和３年度の実績を上回る結果となって

ございます。 

 また、次年度、令和５年度の予算につい

てでございますが、令和５年度は、登録者

の数の目標を２５０名といたしまして、さ

らに活動を増やしていきたいと考えてお

り、ボランティアポイントの支給に係る経

費などが増加する見込みであることから、

補助金についても増額で提案しているとこ

ろでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 目標を２１０名

から２５０名にしたということで、理解い

たします。 

 これからは高齢化社会ですので、ボラン

ティアを利用したいという方が増えてくる

のかと思っています。移送サービスなど

は、運転免許を返納する方などが多くて、

病院に行ったりするのも困っている人が周

りに増えてきたと感じています。 

 そこで、人数増加の理由はどのようなこ

となのかと思っています。いいことなので

すけれども、ボランティアといっても、あ

る程度魅力的な見返りみたいなものも必要

ではないかと思いますので、何か魅力的な

ことをしたのか、増加した理由はどう捉え

たらいいのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） お答えい

たします。 

 ボランティアポイント事業の内容であり

ますが、事業を「ささえ手くらぶ」という

名前で令和３年１月より実施しておりまし

て、先ほど申したとおり、社会活動などの

各種活動をするたびにポイントがたまるの

ですけれども、ポイントが５０ポイントた

まると、景品と交換するような事業となっ

ております。 

 少しずつプログラムの数や交換する景品

なども増やしていって、ポイントをためな

がら景品を交換するということをしなが

ら、少しずつこちらの事業も浸透してきて

います。今後も参加者の声などを聞きなが

ら、こちらの事業を推進してまいりたいと

考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １１７ページ、

高齢者福祉費の介護従事者資格取得支援事

業補助金１０５万円ですが、令和２年度か

ら４年度の資格別補助実績見込みについて

御質問いたします。 
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○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 令和２年

度から４年度の資格別補助実績見込みにつ

いて御答弁させていただきます。 

 令和２年度は、初任者研修が３名、２３

万８,００４円、実務者研修は３名、２８万

４,６０３円でございます。令和３年度は、

初任者研修が２名、１６万円、実務者研修

は４名、４３万３,６０９円でございます。

令和４年度は見込みですが、初任者研修が

５名、４０万円、実務者研修が４名、４３

万５,０４１円でございます。 

 以上、御答弁させていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １１７ページ、

社会福祉費、高齢者福祉費の緊急通報装置

運営業務委託料３０７万７,０００円につい

てです。 

 委託先と内容について、令和４年度の実

績について、ＮＴＴ回線を使用していると

思いますけれども、固定電話を廃止した家

庭の今後の対応についてお知らせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 まず、委託先でございますが、札幌市に

ございます安全センター株式会社となって

おります。 

 具体的内容でございますが、町内に居住

の６５歳以上の独居もしくは６５歳以上の

夫婦世帯または独居の重度心身障がい者を

対象としております。 

 自宅に緊急通報装置を設置後、ボタンを

押すだけで救急要請ができるという仕組み

となっております。令和５年度の新規設置

者より、安全センター株式会社へ業務委託

を行う予定でございます。 

 令和４年度の実績でございますが、設置

件数は２０９台となっております。 

 次に、固定電話を廃止した家庭の対応で

ございます。 

 令和４年度までは、ＮＴＴ固定電話を設

置している方のみが対象となっております

が、令和５年度から、ＮＴＴに限らず他の

回線でも設置が可能となります。 

 なお、現在開発中でございますが、将来

的には携帯電話の方も利用できるモバイル

型の設置が可能となる見込みでございま

す。 

 最後に、積算の根拠でございます。 

 通信受信に係る費用として１０８万９,０

００円、各家庭への設置工事として９４万

３,２５０円、機器撤去費用として２１万

４,５００円、保守管理、修繕費用として６

５万３,４００円、通報先変更費用として１

７万６,０００円となっております。 

 以上、御答弁させていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 今までやってい

た通報システムというのは、私の認識で

は、ボタンを押せば消防につながるという

タイプです。消防から登録者に様子を見に

行ってもらったりするということだったと

思うのですけれども、今後、安全センター

に替わっても、同じようなやり方になるの

ですか。 

 それから、今は高齢者でも固定電話を外

す方が多いのです。高齢者でも携帯電話を

持つ方が多くて、そのような方は固定電話

を外しているのです。固定電話を外してい

るところには、モバイル端末などを考えて

いるということですけれども、これはいつ

頃から取り組むのですか。 

 というのは、高齢でも固定電話を持って

いない方が増えているのですが、この通報

システムは、年老いた親が美幌に残ってい

るという方には一番心強いのではないかと

思っていますので、自己負担も含め、いつ

頃から始められるのかをお聞きしたいと思
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います。 

 また、設置場所についてですが、この

間、電話はついているのですけれども、倒

れて動けなくて、電話が高いところにある

ので、１日以上、その場で寝ていたという

方のお話を聞いたのです。 

 そうなると、通報システムは、倒れたと

きのことなども想定して、はって行っても

押せるようなところに設置するとか、そこ

ら辺まで相談されているのか、お伺いした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 現在は、消防の緊急通報という形になっ

ておりますが、令和５年度の新規の方か

ら、看護師が２４時間対応になります。消

防に通報する必要のないものについては、

看護師が相談業務の中で解決し、必要があ

れば、その後、消防もしくは役場に通報し

て、それぞれ対応するということです。 

 実際、消防には月６０件程度の報告があ

るのですが、その中の約３０件、５割ぐら

いの誤報があります。ですから、その前の

段階で看護師に対応していただくことを考

えております。 

 ２点目のモバイル型ですが、当初は令和

５年度からの設置も考えていたのですが、

御承知のとおり半導体不足で、モバイル型

の開発がなかなか進んでいないと。早けれ

ば、秋、もしくは令和６年度から運用でき

るのではないかと思っております。 

 ちなみに、モバイルを導入した場合の御

本人の負担は、料金設定は今後になります

が、経費としてかかるのは３万４,８７０円

でございます。 

 設置場所についてですが、固定電話のと

ころに１台つけるのと、居間にペンダント

タイプのものをぶら下げるとか、寝室のほ

うに別の機器もついておりますので、利用

者の方が困ることのないように対応してい

きたいと思っております。よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） いろいろ説明し

ていただきましたけれども、モバイル型で

３万４,０００円ですか、その負担額は取り

外したときに返ってくるのか、それともそ

のままなのか、最後にお聞きして終わりた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） モバイル

の設置についてでございます。 

 今は予算計上しておりませんので、令和

５年度の補正または６年度という形になる

かと思うのですが、今考えているのは、３

万４,８７０円というのは町側の設置費用で

ございまして、本人負担は、そこにかかる

工事費用３,３００円を１回のみいただくと

いうことを考えております。 

 課税世帯が３,３００円ですので、非課税

の方は２分の１、生活保護世帯については

ゼロというふうに考えておりますが、設置

するときの負担ということで、１回限りと

いうことで考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 同じところで、令

和４年度までは委託していなかったと思う

のですけれども、令和５年度設置分から委

託するというのは、何か理由があったので

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 令和４年度までの既存の設置者２０９名

につきましては、消防による直営になって

おりますので、この分の委託料は発生して

おりません。 

 移行するに当たっては、２０９名の方を

全部移行してしまうと、相当混乱が生じる

のではないかということと、経費的にも１,
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０００万円を超える経費もかかってきます

ので、２０９名全員に御紹介させていただ

いて、どちらを選択するか希望を確認した

上で対応することを想定しております。 

 現在は、年に３０名程度の新規設置があ

り、取り外すほうもおおむね同程度ですの

で、今後６年から７年で、全部センターの

ほうに移行されるのではないかと思ってお

ります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 同じページのシル

バー人材センター補助金に関わって質問い

たします。 

 会員数や就労事業などについてはデータ

が出ております。補助金について、令和４

年度、令和５年度と金額が増えてきている

のですが、この補助対象は事務所経費では

ないかと思うのですけれども、増えている

理由について聞かせてください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 補助金が

増額となっている推移でございますが、も

ともとは事務局長の人件費を中心として負

担していたものでございますが、平成３０

年度の３８０万３,０００円の補助に対しま

して、令和元年度は２８３万８,０００円、

令和２年度は３２３万１,０００円、令和４

年度は申請の額で４３０万円ということ

で、令和元年度から３年度は事務局長が自

己都合により何名か替わっており、令和元

年度と２年度は４か月程度、令和３年度は

事務局長が不在ということで、他の臨時職

等の賃金で補助していたという経過がござ

います。 

 令和４年度につきましては、今のところ

事務局長が補充されるということで、１年

間の予算で交付申請をいただいているとこ

ろでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １２１ページの

民生費、社会福祉費、障害福祉費の温泉入

浴料助成１１０万４,０００円、令和４年度

の実績についてお知らせください。 

 令和４年度の３１１万９,０００円から減

額となっていますけれども、その内容と減

額の理由についてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 この助成事業につきましては、身体、知

的、精神障がい者が温泉施設を利用する際

に、入浴料金の半額分を助成するものでご

ざいまして、令和４年度から実施している

ものでございます。 

 今年度の助成見込みでありますが、入浴

証の交付者数は約９０人、利用回数は年間

延べ２,５００人となっております。利用者

は全て大人となっておりまして、料金の半

額を助成していることから、２,５００人に

３００円を乗じまして７５万円となる見込

みでございます。 

 また、次年度の予算額の考えであります

が、令和４年度、今年度は、事業の初年度

で実績値がないことから、身体障害者手帳

などを持っている方の対象者の約３５％の

方が、月２回程度利用する見込みで試算を

しておりました。 

 ところが、実績と予算額がかけ離れてい

たこともございまして、令和５年度につき

ましては、令和４年度の実績を基に予算を

算出しておりまして、大人分として３,６４

０人分で１０９万２,０００円、子供分が延

べ８０人分で１万２,０００円、合計額１１

０万４,０００円の予算額を計上したところ

でございます。 

 以上、御答弁させていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 峠の湯には、令
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和４年に介護用リフトが設置されたと思う

のです。それにより、身体の不自由な方に

ついて、付添いの方だけで入れられますか

という質問をした経緯がございますけれど

も、そのリフトの使用状況はどうなのでし

ょうか。介助者だけで、ほかに手伝っても

らわなくてもできるものなのか、使用頻度

などが分かればお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 今年度から、福祉風呂に介護リフトをつ

けて、介護が必要な方が温泉に入れるよう

なことを始めております。 

 付添いをする方については、受付時に付

添いですという申出があれば、入浴料金は

徴収しないことになっており、付添人がど

れぐらい入っているかは手元に資料がない

のですけれども、聞いているところでは、

月に二、三度ぐらい付き添いながら利用す

ることがあると峠の湯からは聞いておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １２１ページ、

障害福祉費の福祉ハイヤー利用料助成８３

８万２,０００円の令和２年度から４年度の

助成実績見込みについて御説明いただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 この事業は、身体障害者手帳をお持ちの

方が町内でハイヤーを利用した際に、基本

料金を助成するものでございまして、それ

ぞれの対象要件によりまして、一般の福祉

チケット、人工透析の治療を受けている方

が対象の透析チケット、また、子ども発達

支援センターに通所している児童、保護者

が同乗することになりますけれども、こち

らの通所が対象のリハビリチケットの３種

類の区分により助成を行っております。 

 御質問の令和２年度から今年度の助成実

績見込みでございますけれども、令和２年

度の実績として、合計利用枚数が１万３,３

３４枚、合計利用金額が８１３万３,７４０

円です。令和３年度の実績として、合計利

用枚数が１万１,８１６枚、合計料金額が７

２０万７,７６０円です。今年度、令和４年

度の見込みとしましては、合計利用枚数が

１万１,４２０枚、合計利用金額の見込みが

６９６万６,２００円となってございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） ３か年間の推移

が数字的に分かりました。 

 この３年間を見ると、一般がかなり減少

傾向にありますが、一般の利用減というの

はどのような理由が考えられるのか、教え

てください。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 この助成チケットは、申請を行って交付

することになるのですけれども、実人数を

見ながら減少した理由を分析した結果、ま

ず、利用者の方の死亡や町外への転出によ

る減、さらに、チケットを申請したもの

の、新型コロナウイルスの関係で活動を制

限したためタクシーを利用されなかったこ

となどから、利用枚数が減少になったとい

う分析を行ってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 同じ１２１ペー

ジ、障害福祉費の日常生活用具給付金９６

３万７,０００円の給付の種類別の実績、令

和２年度から４年度の見込みについて御説

明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 
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○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 日常生活用具につきましては、身体障害

者手帳などをお持ちの方が日常生活を送る

上で必要な用具でございまして、種別ごと

に単価や補助率が設定されております。 

 御質問の令和２年度から令和４年度の見

込みについてであります。 

 令和２年度実績として、主なものでは、

ストマ用装具、紙オムツ、特殊寝台など

で、合計申請件数が７７７件、支給額とし

ては８９９万２,５８２円です。令和３年度

実績としまして、主なものでは、ストマ用

装具、紙オムツ、じょくそう防止用具など

で、合計申請件数は７２８件、支給額は７

７３万１,１８５円となってございます。 

 また、今年度の見込みとして、同様に、

ストマ用装具、紙オムツ、特殊寝台などが

主な給付の種別になってございまして、合

計申請件数としては６８３件、支給額とし

ては７７３万９,３２３円を見込んでござい

ます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 数の推移は分か

りました。 

 この中の下から三つ目のストマと紙オム

ツで、紙オムツの分は新たに種目を増やし

て支援を強化していただきましたけれど

も、件数自体は減っている状況です。これ

は対象になる非課税世帯が減っているの

か、その辺の理由について教えてくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 先に、紙

オムツの部分について御答弁させていただ

きます。 

 昨年拡充した紙オムツにつきましては、

介護保険会計で計上しており、こちらには

入っておりませんので、御了承ください。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 ストマ用装具の支給額が変動している理

由についてでございます。 

 日常生活用具の費用の自己負担について

は、原則１割負担となっておりますが、世

帯の所得状況に応じて、非課税世帯であれ

ば上限月額がゼロ円ですとか、課税であれ

ば３万７,２００円というように負担の上限

月額が設定されておりますので、その年度

の申請世帯の内容によって金額が異なって

いるため、このような実績額となっており

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、１項社会福祉費を終わります。 

 次に、２項児童福祉費、１２２ページか

ら１２９ページまでの質疑を許します。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １２３ページ、

児童福祉総務費の認可外保育所利用者補助

金１,３２９万６,０００円の、令和２年度

から令和４年度の補助実績の見込みについ

て御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 こちらの補助金につきましては、民間の

認可外保育所に対して保育料の一部を補助

するものでございまして、ゼロ歳児から２

歳児までの利用者について、保護者の経済

的負担の軽減を図るため、町保育料との差

額を補助している内容となります。 

 御質問の令和２年度から令和４年度まで

の補助実績についてですけれども、まず、

令和２年度実績は、当初予算額２,４５２万

３,０００円に対して実績額が１,４３５万
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５,４００円、対象人数が３８名となってお

ります。 

 令和３年度の実績は、当初予算額１,９９

５万８,０００円に対して実績額が１,１２

３万２,２００円、対象人数が３２名となっ

ております。 

 最後に、令和４年度、今年度の見込みで

すが、当初予算額１,９５３万円に対して実

績額が１,０５７万円、対象人数が２３名と

なってございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 各年度とも、当

初予算に対して実績が大幅に下回っており

ますけれども、対象の幼児数が減少してい

る状況はどのようなことが考えられるの

か、御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 まず、当初予算と実績額の差額でありま

すけれども、こちらは第２子の方が入ると

多子軽減が図られることが影響しておりま

す。当初予算額はどのお子さんが入るか分

からないということで、第１子を想定した

予算額となっておりますが、実績では多子

軽減が一定数いるため、このような実績と

なっております。 

 また、対象人数につきまして、令和２年

度以降減少傾向となっている理由としまし

ては、令和３年度から町内の大谷幼稚園が

認定こども園に移行いたしまして、低年齢

児の枠が広がったことにより、認可外保育

所の人数が若干減少している形となってお

ります。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 次に、１２５ペ

ージ、結婚新生活支援事業補助金５４０万

円の令和３年度と令和４年度の補助実績と

拡充内容について御説明いただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 結婚新生活支援事業補助金につきまして

は、事業の内容としまして、結婚して新生

活を始める世帯を経済的に支援するため、

住居費用と引っ越し費用を最大３０万円補

助する内容でありまして、こちらは令和３

年度から実施している内容となっておりま

す。 

 これまでの実績ですが、まず、令和３年

度実績としまして、申請件数は１件であ

り、補助金の合計額は８万円となっており

ます。補助内容の内訳としては、引っ越し

費用が８万円という区分となっておりま

す。 

 次に、令和４年度、今年度の実績見込み

でありますが、申請件数は現在のところ７

件を見込んでおりまして、補助金の合計額

は１８５万４,０００円であり、補助内容の

内訳としましては、７件とも住居費用の補

助枠となっております。 

 続いて、次年度、令和５年度における拡

充内容ですが、現在の所得要件では、夫婦

の所得金額の合計額が４００万円となって

いたものを５００万円に緩和しておりま

す。 

 また、補助金額につきましても、現在は

一律３０万円の補助内容であったものが、

夫婦共に２９歳以下の世帯については、最

大６０万円の補助金額に増額となっており

ます。 

 このことから、令和５年度予算の積算内

容としましては、夫婦共に婚姻日における

年齢が３０歳から３９歳以下の対象者を６

件と見込みまして、補助上限額３０万円を

乗じた１８０万円、それから、夫婦共に婚

姻日における年齢が２９歳以下の対象者を
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６件と見込みまして、補助金額の上限額６

０万円を乗じて３６０万円、この二つの金

額を加算した５４０万円を令和５年度の予

算額として計上しております。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 同じく結婚新生活

支援事業補助金５４０万円ですが、今回、

拡充して増額になったのですけれども、こ

の制度は、町が支援した分の半額が国から

補助されるということですけれども、拡充

の部分というのは、国も拡充したのか、町

独自で拡充したのか、その点だけお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 御答弁い

たします。 

 今、御質問がありましたとおり、国の事

業を活用した事業となっておりまして、こ

ちらは少子化対策の最重点交付金と言われ

ます地域少子化対策重点推進交付金という

交付金を活用しております。 

 国の制度において、所得要件と補助上限

額が変わったことによりまして、町の補助

内容も、国に準じて事業を実施してまいり

たいと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、３款民生費を終わります。 

 出席説明員の入替えのため、暫時休憩し

ます。 

午後１時５２分 休憩 

─────────────────── 

午後１時５３分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和５年度美幌町一般会計予

算についての質疑を行います。 

 次に、４款衛生費、１項保健衛生費、１

３０ページから１３９ページまでの質疑を

許します。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １３１ページ、

保健衛生総務費、医療従事者就業支援金８

１０万円の、令和２年度から４年度の見込

みの実績について御説明いただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 令和２年

度から４年度の支援実績について御答弁さ

せていただきます。 

 まず、住宅準備支援事業補助金でござい

ます。 

 令和２年度は４名、６７万８,９００円、

令和３年度は４名、７４万８,５００円、令

和４年度の見込みは１０名、１４６万６,３

８０円でございます。 

 次に、就業支援の実績でございます。 

 令和２年度は２５名、６２５万円、令和

３年度は２６名、６５０万円、令和４年度

の見込みが５２５万円となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 衛生費の予防費

の中の特定不妊治療費支援金２００万円、

令和４年度より増額されていますが、増額

内容及び令和４年度の実績見込みについて

お知らせください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 特定不妊

治療についての御質問について御答弁させ

ていただきます。 

 まず、制度の概要でございます。 

 令和４年４月より、不妊治療費につきま

しては、これまでの北海道、町による補助

事業から保険適用へと移行となりました
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が、令和４年度の１年に限り、経過措置と

して助成されることとなっております。 

 このため、昨年の当初予算につきまして

は、経過措置分として１５万円掛ける７人

分を計上しておりましたが、その後、保険

適用後でも多額の自己負担が生じる可能性

があるとの事由によりまして、令和４年９

月定例会におきまして、町単独事業による

補助事業を創設しまして、４月１日から遡

及して開始しております。 

 令和５年度の当初予算につきましては、

令和４年９月定例会の補正額と同額を予算

計上したことによる増額となっておりま

す。 

 令和４年度の実績でございます。 

 まず、補助人数の実数としまして８名、

延べ件数が１４件、７７万１,１１０円で

す。そのうち、道、町の経過措置の部分が

５件、３７万１,４４０円、９月以降に遡及

した町単独分としては９件、３９万９,６７

０円です。 

 令和４年度実績は８名のうち４名が妊娠

に至っております。 

 以上、御答弁させていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） それでは、道や

町による補助事業、単独事業から保険適用

になり、保険適用になったために負担が増

えるという説明を受けましたけれども、町

で見直した結果、今まで以上によい状態に

なったということですか。 

 これは蛇足ですけれども、２月末の広報

で、妊婦さんの体の状態などを細かく書い

た記事がありました。特定不妊治療費だけ

ではなくて、妊婦さんを皆さんで見守って

いくということで、妊婦の体の状態などを

１ページぐらい書いてあったのですけれど

も、あのようなことはすごく大切だと思い

ます。 

 職場とか周りの方が妊婦さんの体の状態

を理解してあげる、特に不妊治療などをし

た方は大変ですので、あのような取組は本

当に評価いたします。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 町で単独事業として実施した後の参考で

ございますが、保険適用後に９件、３９万

９,０００円と書いてございますが、町の単

独事業が実施されなければ、１人当たり４

万４,０００円から８万円の持ち出しが起き

ているという状況でございます。 

 過去の実績でいきますと、この制度は平

成３０年度からスタートしておりますが、

昨年までの５年間、申請者３１名のうち、

実に１９名が出産され、町で単独事業を実

施した令和４年度は、８名のうち４名が妊

娠されております。少子化対策として非常

に有効な事業であると考えております。 

 美幌町では、このほか、本年２月から実

施しております伴走型支援であります出

産・子育て応援支援金や、はぐのんのを活

用した支援も実施しております。 

 妊娠期から子育て期に至るまで、支援を

包括的に実践しながら、子育てしやすい町

として妊産婦や子育て世代を支援してまい

りたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 私は、衛生予防

費の中のがん検診委託料２,０８１万８,０

００円について、がんの死亡率は減少傾向

にはないと思われますが、昨年度より予算

減となっている要因についてお示しくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 美幌町におけるがんの死亡率でございま

すが、令和元年度からは減少傾向にござい

ますけれども、依然として死亡順位の１位
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となっているのが現状でございます。 

 昨年度からの予算減の要因でございます

が、大腸がん検診、子宮頸がん検診、肺が

ん検診等、当初予算額につきましては、過

去の実績に基づいて計上したことによる減

となっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 確かに死亡率が

年々減少しているのはよく理解いたしま

す。 

 ただ、大腸がん、子宮がん、肺がんの死

亡率というのは、いまだに下がっている傾

向ではないのです。美幌町においても、若

いのにがんで死亡している人たちが結構増

えている状況にあります。 

 検診を受けているか受けていないかとい

うのは私のところでは分かりませんが、せ

っかくがん検診を行っているのであれば、

がん検診を受けていただくという状況だけ

はつくっていかなければいけないと思いま

す。 

 特に、美幌の人たちにとっては、がん検

診というのは大事なことだと思うのですけ

れども、町でやっている検診だけにかかわ

らず、ほかのところで検診を受けていると

いうこともあります。そのようなものも含

めて、状況だけはきちんと把握しておいた

ほうがいいのではないかと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 美幌町の死亡順位の１位となっているが

んでございます。現在、全国的に、有効な

治療法や治療薬の開発により、がん医療は

日々進歩していると思われます。早期に発

見して適切に治療すれば、完治するケース

も増えている状況にあると思います。 

 町の検診にかかわらず、がんに対する病

気を正しく理解し、早期発見や予防の大切

さも含めて、定期的な検診を受けていただ

けるよう周知徹底を図ってまいりたいと思

っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今後検討してい

ただく大きな要因かなと。今回、がんの質

問をさせていただいたのですけれども、子

供のうちからがんに対する知識というのは

絶対必要かなと思っていますので、若い人

に限らず、美幌町内に住む人たちを対象

に、がんに対する知識を皆さんに理解して

もらうようなことを考えてもいいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） １３５ページ、ピ

ロリ菌検査に関する資料を出していただき

まして、その資料によりますと、１次検

査、２次検査共に実施した方々は、問題が

あれば全部治療済みまで行っていると。１

００％行っているということで、非常にい

い数字になっていることが分かりました。 

 問題は、中学２年生の対象者のうち抗体

検査の実施率が、令和２年度では８７.

３％、この数値を最大値にして年々下がっ

ていて、令和４年度には６２.８％というこ

とで、ここの部分については大変心配をし

ています。 

 胃がんの主原因となるピロリ菌に対応す

るということで、全道、全国の実施率は知

りませんが、美幌町としては大変優れた取

組だと思っています。ですが、そもそも検

査に行かない人が増えていることについて

は心配なので、特に勧奨はしないというこ

とですけれども、何らかの対応が必要にな

っているのではないかという意味で、お聞

きいたします。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 
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 こちらの検査でございますが、まず、中

学２年生の尿検査に合わせて、スピッツと

いう採尿容器ですが、通常は１本取るの

を、２本目をお願いしているものでござい

ます。 

 参考までに、中学校における検診率につ

いては、令和２年度から令和４年度まで９

０％で推移している状況でございますの

で、分析した結果、このピロリ菌の部分が

何らかの理由で減少している、中学校の検

診には出しているのですけれども、２本目

が出されていないということがあります。 

 このピロリ菌検査は、除菌をしない限り

胃の中にすみ続けて、１０代のうちに除菌

治療を行った場合、胃がんの発生はほとん

ど予防できると言われております。 

 先ほど議員がおっしゃったとおり、二次

検査を経て陽性になった部分については、

全員が除菌検査まで至っておりますので、

いかにこの実施者を教育委員会の検査数に

近づけていくかというのが課題かなと思っ

ております。 

 現在、実施対象の保護者の方にはチラシ

でＰＲしていますが、せっかく教育委員会

の検診で出していただいていますので、何

とか２本目を出していただけるような取組

も進めてまいりたいと思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） １３７ページ、花

樹育苗センター管理運営業務委託料６４４

万５,０００円ですが、委託業務の詳細、積

算根拠及び出荷状況についてお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） お答えい

たします。 

 美幌町内の事業者に花苗育苗センターの

管理運営業務を委託し、花苗を栽培し、各

自治会や公共施設に配付するための委託業

務となってございます。 

 御質問の委託料の主な内訳につきまして

は、人件費３１７万８,０００円、育苗費６

６万５,０００円、修繕費１０５万円、燃料

費５９万７,０００円、光熱水費１５万円、

その他の経費２１万９,０００円、消費税を

足しまして、合計６４４万４,９００円とし

て計上してございます。 

 なお、令和５年度の計上予算のうち修繕

費の中で、老朽化で損傷が激しいビニール

ハウス１棟の修繕費６８万３,１００円が含

まれてございます。 

 花苗の出荷状況につきましては、令和４

年度実績としまして８７団体、花苗が８万

７,３８１本、令和５年度、既に申込みの集

約を取ってございまして、見込みとしまし

て８７団体、８万８,０９７本となってござ

います。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） この花樹センター

については、毎年質問しているような記憶

あります。 

 現在は、燃料高騰ということで、予算が

幾分上がっているので、最初は燃料高騰の

補助なのかなと思っていましたら、老朽化

で損傷したビニールハウスの修繕というこ

とで、当事者からは、涙ぐましい話を聞か

されました。町内の農家の皆さんに協力を

いただいて、中古のハウスを頂いて移設す

るので、その経費を見てもらったというこ

とでありました。 

 我が町、美しい町ということで、特に、

花に力を入れています。僕も常々その場所

に行って、いろいろなものを頼まれますの

で、協力はしているのですけれども、今

後、その美化をずっと続けるといった場合

に、本当にあの施設でいいのか、もう少し

整備したほうがいいのではないかという気

持ちもあります。 

 美しい町美幌を花で飾るという、町長も

胸を張って言っていましたので、それにふ
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さわしいものをもうそろそろ整備してもよ

いのではないかと感じたものですから、そ

の辺のことも踏まえてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） お答えい

たします。 

 年々花苗の出荷状況も上がっている現状

でありますし、議員がおっしゃるように、

花いっぱいのまちづくりの重要性も認識し

た中で、委託させていただいている事業者

と相談しながら、修繕できるものは修繕さ

せていただき、整備できるものは整備とい

う形で、検討しながら進めていきたいと考

えるところでございます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 環境管理課の中

の１３７ページ、再生可能エネルギー導入

戦略策定事業委託料１,０００万円の具体的

な内容についてお尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 御答弁い

たします。 

 昨年３月に、美幌町はゼロカーボンシテ

ィ宣言をしまして、２０５０年までのゼロ

カーボン達成を目指しているところでござ

います。 

 ゼロカーボンの達成には、再生可能エネ

ルギーの導入が欠かせないことから、本町

における再生可能エネルギーのポテンシャ

ルや社会的、経済的な効果を踏まえた可能

性を調査し、美幌町における再生可能エネ

ルギー導入戦略というものを作成し、令和

６年度に策定予定の地球温暖化防止実行計

画区域施策編の基礎資料としようとするも

のでございます。 

 事業の実施内容でございますが、三つご

ざいまして、一つ目としましては、現状の

分析、気象条件、土地の利用、エネルギー

消費実態等を調査整理いたします。温室効

果ガス排出量、吸収量、エネルギー消費量

等の現状と将来推計の算定をいたします。

上記の把握のための企業ヒアリングや住民

アンケートの実施を行います。 

 ２点目としまして、再エネ導入目標の策

定、再生可能エネルギーのポテンシャル調

査を実施し、将来のエネルギー消費量の推

計をする。目標の実現に必要な政策及び指

標の検討をします。 

 ３点目としまして、導入目標策定委員会

を開催し、町内の各部門から委員を選出

し、戦略内容の協議をしたいと考えてござ

います。 

 可能性のある再生エネルギーとしまして

は、本町は、降水量、降雪量が比較的少な

く、日照率が高いことから、太陽光発電の

可能性が高いと考えているところでござい

ますが、その他のエネルギーの可能性につ

きましても、今回の事業により調査するこ

ととしてございます。 

 また、視察の予定もしてございまして、

視察の予定としましては、いずれも環境省

が指定する脱炭素先行地域で選定されてご

ざいます、石狩市、上士幌町、鹿追町を予

定して予算を計上させていただいていると

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私も同じ項目で

すが、視察予定地について、環境省が指定

している先行地域ということで１市２町を

挙げられましたけれども、それぞれの市町

村は、美幌と同じような戦略をいつ頃立て

られているのか、もし年度が分かればお教

えください。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 申し訳ご

ざいません。先行地域１市２町の戦略と年

度については、把握していないところでご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、１項保健衛生費を終わります。 

 次に、２項清掃費、１３８ページから１

４３ページまでの質疑を許します。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） １４１ページ、循

環型社会形成推進地域計画策定業務負担金

２４０万９,０００円。この計画事業の詳細

及びスケジュールについてお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 御答弁い

たします。 

 循環型社会形成推進地域計画につきまし

ては、環境省の交付金を申請するために必

須とされている計画でございまして、現在

協議を進めております斜網地区広域１市４

町の中間処理施設を整備するために策定す

るものでございます。 

 計画の内容につきましては、地域内の廃

棄物処理の現状と今後の処理目標、３Ｒと

言われる、リデュース、リユース、リサイ

クルを推進するための具体的な各種施策等

を記載することとなってございます。 

 委託料の額につきましては、見込総額８

３０万５,０００円を広域内各市町のごみ排

出量で案分し、美幌町につきましては２

９％で、２４０万８,４５０円として計上し

ているところでございます。 

 今後の中間処理施設整備のスケジュール

についてでございますが、令和５年度は、

地域計画の策定、概算事業計画の策定、メ

タン発酵施設等の先進地の視察、令和６年

度は、中間処理施設の整備計画の策定、中

間処理施設の実施設計、令和７年度から令

和９年度では、中間処理施設の建設工事、

そして、令和１０年度に供用開始の予定と

なってございます。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） この事業に対して

は、美幌町のごみ事情、管内も全部そうな

のですけれども、この計画に反対というも

のではございませんが、順調に進んでいた

だければいいかなと考えております。 

 その中で、中間処理の場所は美幌町外と

聞いていますので、計画をどんどん推し進

めるためにも、負担をかける町には十分な

注意を払って、計画を早めに進めていただ

きたいということです。 

 以上です。答弁は要りません。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、４款衛生費を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は１４時３０分といたします。 

午後２時１８分 休憩 

─────────────────── 

午後２時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和５年度美幌町一般会計予

算についての質疑を行います。 

 次に、５款労働費、１４４ページから１

４５ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、５款労働費を終わります。 

 次に、６款農林水産業費、１項農業費、

１４６ページから１５５ページまでの質疑

を許します。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） １４９ページ、新

規就農者等支援事業補助金１,３７３万１,

０００円ですが、事業内訳と過去３年の実

績についてお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） お答えし
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ます。 

 補助金の内訳につきましては、三つござ

います。 

 一つ目は、新規就農者の農地取得に対す

る補助で、５００万円を上限に取得費の３

分の１を補助するものです。対象者は１名

で、３,２３１万９,０００円の農地購入費

用に対する上限額５００万円の補助になり

ます。 

 二つ目は、農家子弟後継者に対する新規

農業従事者補助で、農業従事開始から５年

の間に、農作業機械や免許取得などに係る

経費に対して１００万円を補助するもので

ございます。 

 対象者は１１名、内訳につきましては、

前年度までの繰越分７名、令和５年度の新

規農業従事者４名を見込みまして、８６４

万７,０００円を計上させていただいており

ます。 

 三つ目は、農用地賃貸料補助で、新規就

農者の農地賃借料の２分の１を５年間補助

するもので、８万４,０００円を予定してお

ります。 

 補助実績につきましては、合計で、令和

２年度が３名で１４４万２,０００円、令和

３年度が８名で４７３万２,０００円、令和

４年度が１４名で１,１５７万２,０００円

となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 内容は分かりまし

た。 

 １の農地等取得補助は、１名で５００万

円ですが、これが本当の新規就農のことで

すか。 

 ２番目は、新規就農と言っても、農家を

引き継ぐという形で、それはいいのですけ

れども、純粋な新規就農としては上限が５

００万円、この内容を見ていたら、新規就

農に３,０００万円以上かかると。それでも

上限は５００万円ですが、新規就農を進め

る町としては、少し冷たいのではないかと

いう気持ちもあります。ほかにいろいろな

補助があって、重複しないようにこうなっ

ているのならいいのですが、その辺のとこ

ろをお聞きします。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） お答えい

たします。 

 農地の取得補助のほかに、就農奨励補助

といたしまして、経営開始時に必要となる

準備費用といたしまして２００万円の補助

もございますし、経営の借入れに対する金

利の補助もございますので、その面で支援

をさせていただいている状況でございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 町の応援のことは

分かりましたけれども、町以外にも新規就

農に対する補助金というのはあるのか、そ

のようなものも把握しているのかどうかお

願いします。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） そのほか

に経営開始から１年間、国の間接補助で最

高額１５０万円、こちらを３年間補助する

メニューもございますので、そちらのほう

でも支援させていただいている状況でござ

います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） １４９ページ、

農業振興費、農作物原採種圃設置事業補助

金１７９万２,０００円について、具体的な

内容及び積算内訳、前年度に比べ拡充され

た内容についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） お答えし

ます。 

 優良種子の確保により農作物の安定生産
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と品質保持が図られることから、原採種圃

を設置する種子生産者に対して必要経費の

一部を補助するものでございます。 

 積算内訳につきましては、従前から継続

して支援しているものと今回新たに拡充し

た支援策について御説明させていただきま

す。 

 継続につきましては、種を取るための種

の補助、原種圃１０アール当たり１,９００

円、作物を取るための種の補助を採種圃、

１０アール当たり７５０円の支援を、令和

４年度と同様に行いたいと考えておりま

す。 

 馬鈴薯は、原種、採種合わせまして７,２

４０アールで６６万６,０００円、小麦は、

採種４,１４０アールで３２万円、豆は、採

種１,５８０アールで１１万８,０００円、

合計で１０９万５,０００円となってござい

ます。 

 拡充分につきましては、種子用の種代は

作物の種代より高価なことから、種子生産

者が購入する種子用種代と一般生産者が購

入する作物用種代の差額の一部を補助する

ものでございます。 

 種子用の種代と作物の種代の差額のう

ち、町の負担割合４分の１を予算計上額と

しております。種芋は４９万８,０００円、

麦は１３万９,０００円、豆は５万９,００

０円、合計で６９万６,０００円でございま

す。 

 なお、ＪＡびほろにおいても、町と同様

に差額の４分の１の支援をする予定で、全

体で差額の２分の１を支援する予定となっ

てございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 分かりました。 

 拡充された内容が、種子用の種代と作物

用の種代の差額の４分の１ということで、

ＪＡも４分の１負担するということです。

特に、原原種の種芋が、採種用の種代と作

物の種代の差が非常に大きいので、４分の

１の根拠というのですか、最終的にはＪＡ

も半分負担するということで２分の１にな

りますけれども、特に種芋などは差額が大

きいので、４分の１の考え方について説明

をお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） 考え方に

ついてでございますけれども、拡充策につ

きましては、当然、ＪＡと協議させていた

だいております。 

 これまでの種の生産は、圃場管理に係る

費用とか労賃に対して補助しているもので

ございますけれども、今回、現行単価の見

直しではなくて、今まで対象としていなか

った費用、差額に対して行うことで維持を

図りたいということで、ＪＡと協議させて

いただいた上で提案させていただいており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １５３ページの

畜産業費、美幌峠牧場側溝清掃業務委託

料、具体的な牧場内の場所についてお知ら

せください。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） お答えい

たします。 

 美幌峠牧場側溝清掃業務委託料につきま

しては、牧場管理用道路側溝２か所の土砂

上げを行い、雨水などの排水をスムーズに

行おうとするものでございます。 

 具体的な場所につきましては、１か所目

が、監視舎に向かう途中の管理用道路の側

溝、２か所目が、監視舎と牛舎の間にある

管理用道路の側溝でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 土砂上げという

ことなのですけれども、二、三年前に雨が
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降って、いつも崩れたりするところがあり

ますよね。 

 この土砂上げをすることによって、その

ようなことが防げるのか、それとも、この

土砂上げというのは、何年かごとにしなけ

ればならないものなのでしょうか、その辺

をお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） 現在、管

理用道路の側溝に土砂がたまりまして、雨

水が排水できない状況になってございま

す。 

 昨年７月に、大雨が原因で管理用道路が

陥没いたしまして、道路修繕を行っている

状況でございます。 

 今回、土砂上げを行って、スムーズに排

水ができるようにいたしまして、道路の陥

没等を塞ぎたいと考えているところでござ

います。頻度につきましては、その都度確

認したいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書１５５ペー

ジ、みどりの村管理費のうち修繕料３５７

万４,０００円についてお尋ねします。 

 グリーンビレッジ浴室浴槽修繕の内容及

び年間宿泊者数（利用者数）等の実績、令

和３年度、令和４年度見込みについて御説

明願います。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） お答えい

たします。 

 グリーンビレッジの修繕につきまして

は、二つございます。 

 一つ目は、浴室浴槽改修工事９０万１,０

００円で、浴槽表面の樹脂が劣化により剥

がれているため、浴槽男女２か所につい

て、タイル仕上げにより改修したいと考え

てございます。 

 二つ目は、グリーンビレッジ東側道路舗

装工事２６７万３,０００円で、グリーンビ

レッジ正面入り口前の道路が劣化により傷

み、ひび割れ等が発生しているため、舗装

工事を予定してございます。 

 グリーンビレッジの利用実績につきまし

ては、令和３年度の宿泊数が７９９人、日

帰りが１８８人、加工室利用が３３０人、

令和４年度２月までの宿泊数が１,６８１

人、日帰りが１６０人、加工室利用が２９

７名となってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） グリーンビレッジ

の入浴施設ですが、宿泊者は当然使用可能

だと思うのですが、宿泊者以外、例えばキ

ャンプ場に来ている客など、その方たちの

利用も可能なのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） キャンプ

に来場していただいているお客様には、キ

ャンプ場にございますシャワーを御利用い

ただいている状況でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 同じく１５５ペー

ジ、みどりの村管理費、施設維持管理等委

託料１,０１５万１,０００円です。 

 年数のたっている施設でございますの

で、維持管理もいろいろとかかってくるの

は理解するところでありますが、特に、ど

のような部分に注視されてこの予算づけを

しているのか、また、今後大きくかかる予

定のものがあればお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） 委託料に

ついてお答えいたします。 

 農村公園管理委託料につきましては、花

壇育苗造成、緑地広場など周辺環境整備に

係る経費３０２万８,０００円を委託料とし

て計上しております。 

 農林漁業体験実習施設、グリーンビレッ
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ジになりますけれども、農産加工実習、宿

泊研修など、施設の管理運営に係る経費か

ら、宿泊費などの運用収入５４０万７,００

０円を差し引いた額、５２１万１,０００円

を委託料として計上しております。 

 みどりの村管理運営につきましては、各

施設の共通管理運営に係る経費１９１万２,

０００円を委託料として計上している状況

でございます。 

 施設につきましては、建設から３０年以

上経過してございますので、随時年次的に

修繕を行っていきたいと考えているところ

でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 承知いたしまし

た。 

 私の感覚ですが、以前から比べると、こ

こで従事する方たちの人数は、減っている

ように思うところもあります。あれだけ広

いところの管理は大変だなと思っていつも

見ているのですが、この人数で問題ないと

の判断からそう言うのでしょうけれども、

管理運営を整理するためには、今後、もう

少し人を増やす考えはございませんか。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） みどりの村の管

理に係る人件費のお話でございますけれど

も、人数につきましては、職員から嘱託職

員になるなど出入りはございますが、人数

は同人数で働いております。 

 同じ体制で町民の皆様に利用いただける

よう、しっかり整備を進めてまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、１項農業費を終わります。 

 次に、２項林業費、１５４ページから１

６１ページまでの質疑を許します。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） １５５ページ、有

害鳥獣対策事業２２６万３,３０００円につ

いて、事業内訳と過去３年の実績、猟師資

格者の確保状況についてお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） お答えい

たします。 

 有害鳥獣対策事業２２６万３,０００円の

内訳についてです。 

 まず、北海道猟友会美幌支部へのヒグマ

出没時の協力報償、町が実施しますヒグマ

等の捕獲に係る消耗品等の費用、鳥獣被害

防止対策協議会への負担金や猟友会美幌支

部への運営補助金、また、美幌町有害鳥獣

駆除奨励金交付規則に基づく有害鳥獣駆除

に対する奨励金となっております。 

 過去３年の実績につきましては、令和２

年度、カラス７２４羽、キジバト５７羽、

ドバト１４羽、ユキウサギ１２羽、ヒグマ

１頭、交付金の支出額は３４万２,８００円

となっております。 

 令和３年度につきましては、カラス５８

４羽、キジバト４５羽、ユキウサギ１０

羽、ヒグマ２頭、交付金は３０万５,６００

円となっております。 

 今年度、令和４年度につきましては、カ

ラス４６６羽、キジバト１０９羽、ドバト

３２羽、ユキウサギ２羽、ヒグマ３頭、交

付金は３２万３,６００円となっておりま

す。 

 また、猟師資格者確保状況についてでご

ざいますけれども、有害鳥獣駆除の担い手

であります北海道猟友会美幌支部の会員数

で説明したいと思います。 

 令和４年４月１日現在の会員数は、３８

名であります。令和５年４月１日の見込み

では、１名減となってしまいますが、３７

名になると伺っております。 
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 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 実績表をもらっ

て、特にカラスが令和２年度から令和４年

度に向けて減っているのですけれども、個

体数が減っていると理解していいのか、取

り切れていないと理解していいのか。それ

と、猟友会のメンバーが現在３７名という

ことですけれども、猟友会の全員が猟銃の

ライセンス資格者なのか、それとも、箱わ

ななども全部入っているのか、その辺のと

ころを教えていただきたい。 

 現在、各地区で、熊の出没で大変苦慮し

ているところなのですけれども、それに比

べて猟銃ライセンス者が少ない、もしく

は、年齢が高齢になってなかなか難しい状

況になっているということを聞きますけれ

ども、その辺も含めてお聞きします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） まず、カ

ラスの駆除数ですけれども、確かに実績で

は減っていますが、それが個体数が減った

ことによるものなのか、あるいは取り切れ

ていないためなのかについては、こちらで

判断しかねるところでございますので、御

理解いただきたいと思います。 

 次に、猟友会の猟銃の資格を持っている

方なのですけれども、令和４年４月１日現

在、３８名のうち３７名の方が猟銃を持っ

ておりまして、１名はわなのみの資格であ

ると伺っております。ちなみに捕獲すると

きには、猟銃だけでなく、くくりわななど

も使いますので、両方持たれている方がほ

とんどだと認識しております。 

 あと、高齢化につきましては、現在の美

幌猟友会会員の年齢構成を見ますと、一番

多いのは６０代の方で、２０代もお一人い

らっしゃいますし、最高齢では８０代の方

も２名いるというような年代構成になって

おります。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 予算書１５７ペー

ジの林業総務費でございます。 

 エコハウス清掃等業務委託料３３８万８,

０００円、この積算根拠についてお示しく

ださい。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） エコハウ

ス清掃業務委託料の積算根拠についてお答

えいたします。 

 まず、共済費で１６万円、業務担当員の

社会保険料となってございます。続きまし

て、職員賃金が９５万円、施設管理用消耗

品費が１８万２,０００円、燃料費４６万

５,０００円は、ペレットや灯油、車両の燃

料代となってございます。 

 続いて、光熱水費で８９万７,０００円、

修繕料で１０万８,０００円、施設の小破修

繕や網戸の張り替えなどを予定しておりま

す。手数料２３万８,０００円はクリーニン

グ代になってございます。 

 次に、車両保険料が７万８,０００円、委

託料２４万円は、ストーブやボイラーの点

検とガラスの屋根の清掃を見込んでござい

ます。使用料及び賃借料５万円はシーツ代

です。 

 最後に、原材料費２万円は、駐車場の砂

利代となってございます。合計で３３８万

８,０００円となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 同じく１５７ペー

ジ、林業総務費の町産材活用促進事業補助

金７２０万円と木質ペレットストーブ購入

補助金２００万円、これら補助金の積算根

拠についてお示しをお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） 御説明い

たします。 

 初めに、町産材活用促進事業補助金７２
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０万円の積算根拠から説明いたします。 

 こちらは町内で産出されましたＦＳＣ認

証木材を使用し、町内に住宅を新築または

増改築し、当該住宅に居住等をする者に対

し、経費の一部を補助しております。 

 補助率につきましては、集成材１立米当

たり４万円、コアドライ材は立米当たり１

２万円。今年度の積算根拠につきまして

は、９棟分を見込んでございまして、合計

で、集成材で１５０立米に単価４万円を掛

けまして６００万円、コアドライ材で１０

立米に単価１２万円を掛けまして１２０万

円、合計で７２０万円となってございま

す。 

 続きまして、木質ペレットストーブの購

入補助金２００万円ですが、こちらは木質

ペレットストーブを購入する者に対しまし

て、購入経費の一部を補助してございま

す。 

 補助率につきましては、購入経費の３分

の２、上限を４０万円、給排気筒代は経費

に含みますが、運送や設置工事費は含みま

せん。 

 今年度は５台見込んでございまして、単

価４０万円の２００万円を計上させていた

だいております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 町産材活用という

ことで大変期待されているＦＳＣ認証材で

ございますが、今回、質問に載せていませ

んでしたが、昨年の実績と９棟の積算根

拠。なぜ９棟見たのか、去年の実績も合わ

せてお願いしたいのと、ペレットストーブ

も昨年度までどれぐらい出ていたのか、併

せてお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） まず、町

産材の実績ですけれども、令和３年度は７

棟の補助実績で、金額は４５２万円となっ

てございます。ちなみに、今年度は５棟で

３２０万４,０００円で、こちらで終了とな

るのではないかと見込んでございます。 

 来年度９棟と見込んだ数字の根拠ですけ

れども、例年、予算積算前に実施される工

務店等に翌年度の住宅の建築予定数を調査

いたします。そこの実態に合わせて予算の

棟数を決めて計上しているという流れとな

っております。 

 あと、ペレットストーブの実績ですけれ

ども、昨年度は２台、今年度は３台という

実績となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １５９ページ、

林業振興費の森林の担い手支援金７２万

円、林業機械購入補助金２００万円の支援

及び補助の実績見込みについて御説明くだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） お答えい

たします。 

 森林の担い手支援金は、令和４年４月１

日以降に町内の対象事業所に雇用された方

が補助の対象となります。雇用開始から３

年間支援するものですが、昨年の４月１日

から制度を開始しましたので、実績として

はございません。 

 なお、一部事業体より採用の情報も伺っ

ておりまして、その方が今後継続して就業

された場合は、支援の対象になると思って

おります。 

 林業機械購入補助金の実績ですけれど

も、今年度、申請件数は１件で終了するの

ではないかと思っております。申請内容は

チェーンソー２台の購入で、補助金額は２

５万２,０００円となってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） どこの業種も人

材確保で御苦労されているということで
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す。町もこういった制度を導入していただ

いたのですけれども、担い手支援は、もし

かすると出てくるかもしれないということ

ですので、今後に期待したいと思います。 

 一方、林業機械の購入補助ですが、せっ

かくいい制度をつくっても、申請は１件の

２台と少ないのですけれども、無理やり買

う必要はないです。たまたま更新時期と合

わないのか、申請の少ない理由はどんなこ

とが考えられるのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） 今年度の

申請件数が１件で終わってしまった理由で

すけれども、この補助制度が始まる前に、

各事業体にはこの支援について周知をさせ

ていただいております。 

 広報でも皆さんに周知を図ったのですけ

れども、結果的に補助は１件だったという

ところで、単純に必要とされていなかった

のかなという認識です。 

 令和５年度も予算計上しておりますけれ

ども、今後、更新のサイクルに合わせて申

請が出てくるのではないかと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 申請が少ないの

は、それぞれの事業所の判断ですからやむ

を得ないと思います。たしか令和４年度予

算のときには、事業が始まる前に、関係事

業者に制度を周知したいということでした

が、せっかくできたものがこのように少な

いと。もちろん、人材確保が大変だという

ことは十分承知していますけれども、機械

の助成も町でせっかく早く取り入れたので

すから、令和５年度の利用実績が上がるよ

うに、再度事業者に周知徹底して、利用さ

れるように取り組んでいただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 私も１５９ペー

ジ、林業振興費の森林整備担い手対策推進

事業負担金１５５万８,０００円、森林担い

手対策の取組状況について伺います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） お答えい

たします。 

 森林整備担い手対策推進事業負担金につ

いてです。 

 こちらの取組状況につきましては、ま

ず、この負担金の中身について御説明した

いと思います。 

 こちらは、一般社団法人北海道造林協会

が実施機関となりまして、年間１４０日以

上働かれた町内在住の森林作業員の方に対

し、森林作業員と事業主が１年間積み立て

た掛け金に就労日数に応じた北海道と市町

村の助成金を加え、奨励金として毎年１２

月に森林作業員の方へ支給し、森林作業員

の就労の長期化と通年化を図っている制度

でございます。 

 こちらの対象者の要件ですけれども、中

小企業退職金共済制度または林業退職金共

済制度の被共済者であること、対象期間中

に林業で年間１４０日以上働いているこ

と、就業先の事業主がこの事業に加入して

いること、最後に、当該年度の前年度の１

１月１日時点で６５歳未満であることが要

件となっております。 

 今回の町予算１５５万８,０００円の積算

根拠ですけれども、就労日数区分が最大で

２５０日ということで決まっておりまし

て、２５０日に対応する市町村負担額が１

人当たり１００円となってございます。こ

れに就労日数１万４,５００日、人数でいき

ますと５８人を見込んでございます。 

 負担額は、１万４,５００日掛ける１００

円で１４５万円。それと、１４０日から１

６９日の短期間就労の方が９人、就労日数

で１,３５０日、こちらの負担額は８０円に

変わりますので、１,３５０日掛ける８０円

で１０万８,０００円。これを合わせまして

１５５万８,０００円を予算計上としてござ
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います。 

 なお、就労金の額なのですけれども、就

労日数区分、先ほど申し上げました１４０

日から２５０日で、それぞれ奨励金の単価

も変わってまいります。ちなみに、２３０

日から２５０日の奨励金は１日３６０円、

一番低い１４０日から１６９日の場合は３

２０円ということになってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今の説明で大体

理解いたしましたけれども、予算計上の１

５５万８,０００円だけを見ると、担い手が

いなくて大変な状況なのだと判断せざるを

得なかったというのが私の率直な感じ方で

した。 

 美幌町で２５０日ぐらい働いている人が

５８人もいらっしゃって、１４０日から１

６９日働いている人が９人いるということ

ですが、美幌町の森林の中は、この人数で

何とか対応できるという理解でよろしいの

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） お答えい

たします。 

 こちらの５８名で予算計上している人数

は、あくまでも美幌町在住で林業に従事し

ている方ですので、場合によっては町外の

事業体にお勤めされている方も含まれてお

ります。 

 ですので、この人数の方が直接美幌町内

の森林に携わっているということではな

く、この人数で足りないことはもともと変

わりないところで、同じように人数が足り

ていないという認識でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 森林を守るため

の従事者が不足しているというのは、理解

をしていました。 

 ただ、今月の初めだったかと思うのです

けれども、森林にすごい関心を持っている

若い女性がいて、私も森林を守る一員にな

りたいと、頑張って取り組んでいる姿がテ

レビの映像で流れていたことがありまし

た。若い人でも森林に関心を持たれている

人がいるのではないか、町内にもいるので

はないかという思いがあったので、今回こ

のような質問をさせていただいたところで

す。 

 どの事業に関してもＰＲが必要なのか

な、できれば若い人たちにも、このような

ところの自然を守っていくために、関心を

持っていただくことも必要なことではない

かと感じたので、そのような取組について

も検討していただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊藤 寿君） おっしゃ

るとおり、町としても、先ほど説明しまし

た支援金などで、積極的に支援をしていき

たいと思います。 

 また、広報についても、併せて積極的に

進めていきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、６款農林水産業費を終わりま

す。 

 暫時休憩します。 

 再開は１５時２０分といたします。 

午後３時１０分 休憩 

─────────────────── 

午後３時２０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和５年度美幌町一般会計予

算についての質疑を行います。 

 次に、７款商工費、１６２ページから１

６７ページまでの質疑を許します。 
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○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書１６３ペー

ジ、商工業振興費についてお伺いいたしま

す。 

 修繕料１,６９４万８,０００円で商店街

街路灯ＬＥＤ交換修繕事業を行いますが、

その内容について御説明願います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 令和５年度は、次の２街路灯のＬＥＤ交

換修繕を行います。 

 桜通２０基の既存街路灯を撤去し、２０

基のＬＥＤ街路灯を設置する予算として１,

５９５万７,０００円、有楽通５基の既存街

路灯を撤去し、４灯のＬＥＤ防犯灯を設置

する予算として８９万１,０００円を計上し

ております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 白熱灯からＬＥＤ

に交換することで光度が増すと思いますの

で、数を減らしてもいいのかなと思うので

すが、有楽通は５基から４基に減らすとい

うことですけれども、桜通は２０基をその

まま交換するということで、土台から交換

するのか、今ある土台を使うのか。あと、

場所によっては一つの土台に２灯とか３灯

ついている街路灯もあると思うのですけれ

ども、３灯全部交換するのか、その辺の細

部を教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の御質問ですけれども、おっしゃるとおり

光度については上がるということもござい

まして、有楽通は５基から４基ということ

でございます。設置方法は、桜通、有楽通

のいずれも、土台から撤去させていただき

たいと考えてございます。 

 桜通につきましては、そのまま２０基を

柱からつけるということでございますけれ

ども、有楽通につきましては、近くの電柱

に添架するような形で考えてございます。 

 灯数を減らすという部分ですけれども、

有楽通は５基から４基ということでござい

ますが、防犯灯はおおむね４０メートルご

とに設置するという基準がございまして、

それを基に光度を確認しながらつけさせて

いただきます。しかし、これらは商工会議

所が所有者でございまして、昨年４月に町

で譲受した路線であり、自治会にも昨年４

月に同意はいただいておりますが、詳細に

ついてはこれから協議させていただくこと

としておりますので、そのような部分も協

議しながら進めていきたいと考えておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） 失礼いた

しました。 

 桜通は今、２灯の街路灯となっておりま

すけれども、それを１灯にしたいと考えて

おります。 

 有楽通につきましては、ＬＥＤの添架タ

イプでございますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 同じくＬＥＤの

関係でございます。 

 今後の商店街の街路灯ＬＥＤの交換修繕

計画についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 今後の計画についてでございますが、令

和５年４月に、旭通東２１基と大通南２丁

目６基の所有権を会議所から譲受し、令和

６年度にＬＥＤ街路灯化にしまして、令和

６年４月に、大通北１丁目から北４丁目ま

で３６基、役場通３基、仲町１丁目と２丁

目を合わせて３２基、桜通、大通北４丁目

の８基の所有権を会議所から譲受し、令和
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７年度のＬＥＤ街路灯化に向けて商工会議

所と協議を進めております。 

 なお、商店街の街路灯につきましては、

他の路線や防犯灯の設置間隔よりも狭く設

置されているものが多いこと、また、国道

の道路照明等との調整が必要であることか

ら、設置灯数は変更となる場合がございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今の御説明につ

いて、２点お伺いいたします。 

 １点目は、今後の計画についてでありま

すけれども、令和５年度から令和７年度ま

でということですが、この３年間で商店街

全体の街路灯のＬＥＤを交換する計画なの

か。 

 ２点目は、後段の説明の中で、ＬＥＤ交

換する場合、商店街の街路灯の設置灯数が

減になる場合があるということですけれど

も、この場合は、ぜひ関係自治会や地域住

民からき聞き取ってやるべきと考えます

が、この対応についてお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の御質問ですけれども、基本的には、商工

会議所が所有していた街路灯を町が譲り受

けまして、令和５年度から令和７年度の３

年間で全て工事を行えればということで考

えてございます。 

 ただ、一昨年、商店会にアンケートをし

てございまして、先ほども申しましたけれ

ども、他の路線や防犯灯の設置間隔よりも

狭く設置されているものについて、国道の

照明等との調整もあるので、設置灯数が変

更になる場合があるということもお伝えさ

せていただきました。 

 そうしましたところ、今すぐにでも維持

管理を町に任せたいと希望される商店街も

あれば、将来的に考えたいと回答された商

店街もございます。 

 そのような部分もありまして、商工会議

所とも打合せはしてございますが、今後、

商店街に説明をしながら、譲受に向けて進

めていければと考えてございます。 

 また、２点目の地域住民の方や自治会の

方との協議ということでございますけれど

も、最初に商工会議所、商店街、自治会の

代表者の方から同意書を頂いて譲受、そし

て工事という流れでございますが、令和５

年度もそうですけれども、工事に入る前に

は、街路灯のある地域の方々に一声かけさ

せていただいて、説明してから進めたいと

考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 同じく街路灯の件

なのですが、流れとしては、商工会議所か

ら美幌町が街路灯の設備一式を譲り受け

て、今後の管理運営は町がするということ

だと思うのです。 

 そこで確認ですが、電気代だとか、電球

は消耗品ですから、商店街が自前で交換し

ておりましたし、あと、車の事故があった

場合の保険にも入っていた経緯があるので

すが、それらは今後一切商店街は持たなく

てもいいという考えでよろしいでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の御質問ですけれども、町に譲受された後

につきましては、今おっしゃったように、

電気料や消耗品、修繕料、保険料などにつ

きましては、町で負担させていただくこと

になりますし、また、譲受する際にも、そ

のような御説明をさせていただきたいと考

えております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） １６３ページ、

商工業振興費の中の未来を拓く商店街若者
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応援事業補助金６万７,０００円について、

積算内容及び過去３年間における活動実績

についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 未来を拓く商店街若者応援事業につきま

しては、連合商店会の青年会が行う商店街

の接続・発展を目的とした取組に対し、そ

のかかる経費の２分の１を補助するもので

あります。 

 予算内訳としましては、視察人数が４

名、視察予定先は札幌市、予算額４名掛け

る３万３,５００円掛ける２分の１で６万

７,０００円。 

 令和２年度から４年度の過去３年間につ

きましては、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響により視察は行われておりません

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 内容については

理解をいたしました。 

 ただ、一つ申し上げたいのは、未来を拓

く商店街の若者応援事業についてです。２

分の１の経費ということなのですけれど、

本当にこの予算で若者が自由に、いろいろ

な活動ができるかというところが疑問に感

じるのです。 

 予算を多く出せばいいというものだとは

思っておりませんが、行政側としては、き

っといろいろな情報を持ち合わせているだ

ろうと思うので、年に何回か若者たちと情

報交換を行って、若者たちが本当に頑張ろ

うという気持ちを育てていくことが大事で

はないかと思うのですけれど、そのことに

ついてはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の御質問ですけれども、連合商店会の事務

局は、御存じのとおり商工会議所が担って

ございまして、商工会議所から青年会に聞

き取りをしまして、町に予算要求をしてい

ただいている状況でございます。 

 最近につきましては、繰り返しになりま

すけれども、新型コロナウイルス感染の関

係で、今年度の視察も当初は行けるような

お話でした。しかし、予算編成時期である

１２月の段階では行こうという気持ちがま

だ整っていなかったのかなと個人的には考

えてございます。 

 また、年に何回か、青年会の方々と情報

交換してはどうかという御提案だったかと

思いますけれども、まさにおっしゃるとお

り、商工会議所でお話を伺っているとは言

いながら、町も、お祭りやイベントなどい

ろいろな場面でお世話になっておりますの

で、そのような機会も活用しながら、お話

を伺っていければいいかなと考えてござい

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 予算書１６３ペー

ジになります。 

 商工業振興費の中の商工業活性化促進事

業補助金２,８８３万８,０００円、これら

の積算根拠についてお示しいただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 商工業活性化促進事業補助金２,８８３万

８,０００円の内訳としまして、各補助金の

積算根拠は次のとおりでございます。 

 空き店舗活用事業補助金４０万円につい

ては、継続分１件掛ける２万円掛ける８か

月で１６万円、新規分１件掛ける２万円掛

ける１２か月で２４万円です。 

 事業承継支援事業補助金５０万円につい

ては、１件掛ける５０万円で５０万円で

す。 

 店舗リフォーム促進支援事業補助金８０

０万円については、８件掛ける１００万円
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で８００万円です。 

 プレミアム商品券発行事業補助金８４０

万円については、一般分プレミアムが３,０

００円掛ける９００名掛ける２回で５４０

万円です。 

 子育て分については、プレミアム５,００

０円分で、３００名掛ける２回で３００万

円です。 

 起業家支援事業補助金８４８万８,０００

円については、新規分３件掛ける２００万

円で６００万円です。 

 地域おこし協力隊卒業枠１件掛ける１０

０万円で１００万円です。 

 家賃補助継続分ですが、３件で１４８万

８,０００円となってございます。 

 商店街イベント事業補助金３０５万円に

ついては、連合商店会連合大売出しが２４

０万円、スマッピー年末年始大売出し６５

万円となってございます。 

 なお、補助対象経費、補助率、補助上限

額は、記載のとおりでありますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） ありがとうござい

ます。 

 これらを予算化するためには、商工会議

所といろいろ議論を重ねているのだろうと

思うのですが、前年度や前々年度から見

て、町としてはこの部分に力を入れている

ので、予算を前回よりも多くしている、あ

るいは、いろいろと効果はあったので予算

を下げている、そのような傾向があれば教

えてください。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 前年度や前々年度に比べて効果があった

ものについて、増額もしくは減額というこ

とでございますけれども、まず、事業承継

支援事業補助金ですが、こちらは令和４年

度の実績がなかったこともございまして、

今回は１件で計上させていただいておりま

す。 

 また、店舗リフォーム促進事業につきま

しては、事業効果が非常に高くて、今年度

までは、一度店舗リフォームの補助金を受

けた事業者は受けられないという制度設計

でございましたが、新年度からは、一度補

助を受けた方でも、補助上限額１００万円

までは補助を受けられることといたしまし

た。 

 また、店舗を経営する事業者が替わった

場合は、前の事業者が１００万円を使い切

っていたとしても、リセットされてまた１

００万円を使うことができるなど、修繕内

容の耐用年数にもよりますけれども、その

ようなことで拡大することとしておりまし

て、最近の実績を踏まえて８件で積算して

ございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １６５ページ、

観光費の女満別空港整備利用促進協議会負

担金１３２万２,０００円ですが、ピーチの

成田線が運休になりまして、関西線が期間

運航になるということですけれども、この

協議会の中での対応についてお尋ねしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 ピーチ・アビエーションの女満別２路線

が、２０２３年度夏ダイヤ期間、３月２６

日から１０月２８日になりますけれども、

この間、成田線は運休し、関西線も期間運

航となる計画の説明を受けまして、昨年１

２月に、女満別空港整備利用促進協議会と

して復便を要望したところです。しかし、

就航以来、搭乗率が低水準であることか

ら、計画は変わらない旨の回答を受けまし

た。 

 協議会の対策としまして、令和４年度
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は、釧路空港と共同で、成田線、関西線共

に、ＳＮＳ等を活用した効果的な情報発信

を中心に、東北海道へ誘客促進事業を行い

ましたが、利用者の底上げ、路線定着の足

場固めを行うべく、令和５年度も、釧路空

港と共同で利用促進事業を展開する予定と

なってございますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 成田線は利用者

がかなり低迷しているということで、これ

は行政がいろいろな対策を練ろうとして

も、この周辺の方が道外に行くときに利用

していただく、あるいは、道外から女満別

空港に来るという利用拡大を図らない限り

は難しいと思うのです。 

 コロナ後の利用拡大に期待はしますけれ

ども、このままだと成田線は、運休ではな

くて廃止となる可能性が高いのかなと、私

自身は非常に危惧しているところです。 

 そこで、協議会としてはいろいろ陳情し

たりしているわけですが、ピーチ側として

は、低水準なので計画は変わらないという

回答なので、これはこれで受け止めるしか

ないと思うのです。一方で、関西線は季節

運航ではありますけれども、この期間は運

航しておりまして、大阪に行くには貴重な

路線です。ですから、協議会の中で両方の

路線を、特に成田線を再度運航してもらい

たいという思いは強いものがありますけれ

ども、関西線の利用促進について、協議会

の中でもっと対策に力を入れていただいて

はどうかと思います。その辺の考え方をお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） 関西線の

活用について、今回の夏ダイヤ期間で搭乗

率を上げることによって、その後の路線の

定着、また、成田線については復便という

ことでございます。協議会の役員の中でも

そのような御意見は出てございまして、今

回、女満別空港活性化プロジェクトという

ことで、先ほど説明させていただいた内容

と重複する部分がございますけれども、新

年度は、各旅行会社造成商品の新聞紙面並

びに会員誌での集客を中心に、釧路と連携

しまして、路線の定着、復便に向けて対策

を取りたいということでございます。 

 施策内容の詳細につきましては、ピーチ

で検討しているということでございますの

で、詳細についてはまだですけれども、こ

のような対策を取っているということで御

理解いただければと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） １６５ページ、美

幌地区３町広域観光協議会負担金５３万３,

０００円、事業の内訳、進捗状況について

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 美幌、津別、大空の３町と３観光協会が

相互連携を図りながら、広域的な観光振興

策の協議と積極的な宣伝活動を展開するも

のであります。 

 事業内容及び事業費についてでございま

すが、イベントキャンペーン事業５万円

は、３町のイベントをフリーペーパー等の

広告媒体を通じてＰＲするとともに、イベ

ント当日の抽せん会などで特産品の提供を

行うものでございます。 

 トレイルルート整備・開発事業２５万円

は、藻琴山から美幌峠を経由し、津別峠ま

での約２２キロメートルのトレイルルート

調査道整備・維持に係る事業費でございま

す。 

 内訳としましては、歩道刈払い業務役務

費、草刈機修理費、支障木撤去作業役務費

でございまして、事業費１５０万円を３

町、３協会で２５万円ずつ負担するもので

ございます。 
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 トレイルルートソフト事業２３万３,００

０円、ガイド付モニターツアー２回の実施

経費を計上してございます。なお、ソフト

事業については、企業版ふるさと納税を活

用することとしてございます。合計で５３

万３,０００円となってございます。 

 事業の進捗状況としましては、トレイル

ルートの整備・開発事業の進捗状況でござ

いますが、藻琴山から津別峠のルート構想

約２２キロメートルのうち、美幌峠から藻

琴山間約１２キロメートル、美幌峠から津

別峠間約７.５キロメートルについて、笹刈

りの管理をしてございます。 

 令和６年度の開通に向けて、環境省、国

交省、林野庁等との協議をしているところ

でございますが、具体的な内容につきまし

ては、本年春の協議会総会にて決定される

見込みとなってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 事業の内容は十分

分かりました。というよりも、以前から肝

煎りでやっている事業なのですけれども、

何となく流れが遅いのかなと感じていま

す。 

 先日の新聞に、道東の広域観光を推し進

めるということで、ひがし北海道自然美へ

の道ＤＭＯ、これは阿寒湖畔に本部があ

り、町長も関わりのある人が中心となって

やっている事業でありますけれども、その

中で調査した結果、行きたい観光の１位は

網走流氷クルーズ、２位は紋別のガリンコ

号、ほかいろいろあるのですけれども。 

 逆に言ったら、このＤＭＯの中に入って

一緒になって事業を推し進める。このＤＭ

Ｏの方も、網走・北見地区の自治体、観光

団体と連携を取ってやっていきたい、やっ

ていくべきだと載せています。 

 そのためには、公共交通が連携を取っ

て、自由に行き来できるようにというよう

な。ということは、今、都会の人は免許取

得が少ないものですから、ある程度ルート

を組んだ公共交通を整備しながら、道東観

光を整備していくとありました。 

 そのような意味でも、３町だけでなく、

道東全体を考えて、その流れの中で観光を

推し進めることをしたほうがいいのではな

いかと感じますので、その辺のところを、

課長だけではなく、町長も一言お願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） まず、私

のほうから、美幌地区３町広域観光協議会

の説明をさせていただきたいと思います。 

 この協議会は、美幌町観光物産協会、津

別観光協会、大空町観光協会の会長さんが

役員になってございまして、協議会の会長

は美幌観光物産協会の会長が、事務局につ

きましても、美幌観光物産協会が担ってご

ざいます。 

 協議会には下部組織として幹事会を置

き、観光物産協会の事務局長３名と、役場

からは、美幌町、津別町各１名、大空町は

東藻琴地区も含めまして２名、合わせて４

名の課長職が参加し、合計７名で幹事会を

組織し、進めている事業となってございま

す。 

 議員のおっしゃるように、ＤＭＯには観

光物産協会からも負担金を払い、道東観光

における情報交換、情報共有を図り、様々

な取組で連携しているところでございま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 具体的な話は、

今、担当からお話をさせていただきまし

た。 

 御質問の内容は、美幌地区３町の広域協

議会として何をするかということだと思い

ますが、今、担当が説明したとおり、３町

のエリアでできることを明確にした上で、

ＤＭＯを使って、全体の中で一つの事業に

つなげていくという作業をしなければいけ
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ないと思うのです。 

 そのためには、トレイルルートを中心

に、滞在型の観光をしていただけるようし

っかりと事業化することが大事であると思

っております。 

 今回は、そのための予算を皆さんにお認

めいただきたいという提案でありますの

で、御意見としてお伺いしたことはしっか

り受け止めたいと思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書１６５ペー

ジ、観光費、修繕料２,３２２万１,０００

円のうち、１点目は、美幌峠レストハウス

展望休憩室の整備内容、２点目は、交流促

進センター改修等整備のうち浴室ドーム東

側軒天修繕の内容について御説明願いま

す。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 美幌峠レストハウス展望休憩室の整備内

容については、令和４年４月のリニューア

ルオープンを契機に、美幌峠レストハウス

１階における町内小規模事業者の販路開拓

支援等を目的として、商工会議所を事務局

とする美幌峠レストハウスマーケティング

特別委員会が設立され、町も参加してきた

ところです。 

 本委員会の中で、利用客からの口コミや

要望を基に、２階の有効活用に向けた課題

整理がなされ、利活用方法について提案が

あったことから、展望休憩室における快適

さの向上及び本町の情報発信を強化するた

め整備するものでございます。 

 予算の内訳としましては、消耗品費６９

万３,０００円、修繕費２４３万１,０００

円、業務等委託料５２万８,０００円、庁用

備品５０５万５,０００円の合計８７０万

７,０００円となります。 

 別紙資料１を御覧いただきたいと思いま

す。 

 財源内訳としましては、寄附金、企業版

ふるさと納税３５０万円、ふるさとづくり

基金５００万円、一般財源２０万７,０００

円となります。 

 項目ごとの整備内容は一覧のとおりでご

ざいますが、イメージ図を基に説明させて

いただきますので、別紙資料２を御覧いた

だきたいと思います。図面につきまして

は、右側が国道２４３号線、下側が屈斜路

湖側になります。 

 整備イメージになりますけれども、図面

の中央部に、リラックススペースとしまし

て、１階で購入された飲み物や食べ物をく

つろいで楽しんでいただけるように、テー

ブル１４台、椅子４４脚を配置するととも

に、窓際のカウンターテーブルでは、デス

クワークができるよう、パソコンやスマホ

の充電用コンセントを設置いたします。カ

ウンターの椅子につきましては、既存の椅

子をそのまま利用いたします。 

 図面の右側には、展示スペースとしまし

て、赤い線で表示してありますが、両面掲

示用の展示パネル６台を設置、女子トイレ

前の黄色い線で表示している部分がござい

ますけれども、壁にパンフレットラック３

台とデジタルサイネージ１台を設置、その

右側の青色の線が壁に書いてございますけ

れども、ポスターパネルやフォトフレーム

を設置するとともに、その右側と国道側の

壁に、グレーの線で表示しておりますが、

外階段出入口付近に１階のふるさと納税展

示コーナーを移設し、本町の情報発信を強

化したいと考えております。 

 １３ページの回答書にお戻りいただきた

いと思います。 

 峠の湯びほろ浴室ドーム東側軒天修繕の

内容につきましては、令和４年度春先の強

風と経年的な劣化等により、ドーム西側軒

天の一部が落下したため、全体１２スパン

中４スパンの修繕を実施したところでござ

います。 
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 ドーム東側軒天も同様に剥がれ落ちる懸

念があることから、令和５年度は、残りの

８スパンについて修繕を行うものでござい

ます。修繕料は５７７万８,０００円の予算

となってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１０号から 

      議案第２０号まで 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 峠のレストハウス

展望台については、何年か前に全部リニュ

ーアルして、備品などもまだ新しい物が結

構あると思うのです。ＶＲについては壊れ

ている物が多いと思うけれども、あそこに

移転していたディスプレーとか机とかいろ

いろな物があったと思うのです。先ほど一

部使うようなことをおっしゃっていました

けれども、まだ使わないような備品もある

と思うのですが、そのような備品について

は、今後どのような措置をされるのかお伺

いします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の御質問ですけれども、平成２９年度に２

階のリニューアルをしてございます。ＶＲ

につきましては、当時、備品として機械そ

のものを購入しまして、ＶＲの機械を覗い

て立体空間を楽しむことができるというも

のでしたが、故障もございましたので、消

耗品としまして器だけの形の物がありま

す。そちらの中にお客様がスマートフォン

を入れまして、ＹｏｕＴｕｂｅで流したも

のを楽しむ、それが立体的に見えるという

ものに交換してございますので、こちらは

使用させていただきます。 

 ディスプレーにつきましても、当時ｉＰ

ａｄを購入してございますが、経年してい

る部分がございまして、今回、情報発信の

部分でｉＰａｄ１台と、大画面の４面サイ

ネージをコントロールするパソコンを１

台、令和５年度に１１２万円の予算で交換

させていただくこととなってございます。 

 それから、机と椅子につきましては、湖

面側の椅子は今までどおり使う予定でござ

いますが、テーブル６台とベンチ２７台、

角椅子３６台については、今のところ交換

する予定で考えてございます。 

 まずは、町の公共施設で使用を希望する

課に案内しまして、残ったものは売払いを

検討してございますが、それでも残ったも

のにつきましては、旧美中に保管するか、

もしくは鉄くずとして引き取ってもらうか

検討したいと考えてございますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 使えるところはぜ

ひ再利用していただきたいと思います。 

 椅子や机の類については、野ざらしにな

るかもしれませんが、小規模公園などでお

年寄りや子供たちが休んだりするのに十分

使えると思うので、その辺も含めて検討い

ただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） 椅子、机

につきましては、本当に丈夫なものでござ

いますので、安易に捨てることのないよ

う、できるだけ公共施設で優先的に使って
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いただけるよう各課に周知しまして、利用

していきたいと考えてございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 今の椅子、テーブ

ルですけれども、これを新調するというこ

とは、既製品なのか、それともオーダーし

て作るのですか。 

 あと、カウンターでパソコンを利用する

ということで、景色を見て仕事ができれば

いいのでしょうけれども、課長はそのよう

な使い方をしますか。まち中のカフェとい

うなら分かるのだけれども、そのようなも

のが求められているということで、このよ

うに設置する予定ということで理解してい

いのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） 椅子、机

につきましては、既製品を購入させていた

だきたいと思ってございます。町内の家具

屋さんにも確認したのですが、既製品のほ

うが低価格ということもございますし、事

業者も数をそろえるのが難しいとの御意見

をいただいたところです。 

 また、湖面側のカウンターテーブルにコ

ンセントやスマートフォン、パソコンのＵ

ＳＢのコネクトをつけるということでござ

いますけれども、パソコンを持ってそこで

仕事をする方も中にはいらっしゃると思い

ますが、多くの方々は、下でコーヒーとパ

ンを買って、スマートフォンを見ながら過

ごして、バッテリーが減っていくので、コ

ネクトをつなげて、景色を楽しみながら写

真を撮っていただくだとか、そのような使

い方が多いのだろうとは考えてございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） １点だけお伺い

します。 

 先ほどの答弁の中で、利用客の口コミや

要望を基にしてここの展望台をリニューア

ルするということだったのですけれども、

口コミで言われたことで参考になったこ

と、もし分かればお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） マーケテ

ィング委員会につきましては、町からは経

済部長が出席しているところでございます

が、その中で出ている話としては、Ｇｏｏ

ｇｌｅマップには、レストハウスを利用し

た方が口コミ評価を入れるという機能があ

るということで、そのような部分を集計し

て、要望や評判などの聞き取りをしてござ

います。 

 それを集約した結果、意見の中で多かっ

たのは、２階に関して、空間があって４面

の大型ビジョンは流れているが、情報とい

う意味では物足りない、座って飲食をしよ

うと思っても椅子が硬い、空間が無駄に広

いのではないのか、そのような御意見があ

ります。 

 また、公共サインに関してですが、１階

のレストハウス正面玄関に入ったときに、

施設案内がないので２階の存在が分から

ず、２階を利用されない方々がいらっしゃ

るため、玄関口に２階を案内するパネルを

つけたほか、１階の天井にも、２階やトイ

レの案内サインを掲示し、さらに２階に上

がってからも、右側の展望デッキが分から

ない観光客の方もいらっしゃいますので、

床にサインを出すなど、周知できるような

形を考えてございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今の答弁で何と

か理解したのですが、一番気になっていた

のは、せっかく２階に展望室があっても、

なかなか利用されていないのが実態です。 

 あそこに何回か行った人の話だと、あそ
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こは誰も利用していませんよ、下から芋団

子を買って食べているだけという話をして

いたので、もう少し２階を活用できる工夫

が必要だったのではないかとずっと思って

いたのです。 

 今回のリニューアルを機に、もう少し２

階を利用してもらえるよう考えたらいいの

ではないかと期待しているところなのです

けれども、ＰＲ不足もあったでしょうし、

そのようなところをしっかり検討して、利

用していただける人が増えていく状況をつ

くるべきだと思って、一言言わせていただ

きました。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） 議員の言

葉を受け止めさせていただきまして、マー

ケティング委員会の方々からもたくさんの

御意見をいただきましたので、今後の施策

に反映していければと考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書１６７ペー

ジ、観光費のうち交流促進センター維持管

理委託料３,０５０万９,０００円について

お伺いします。 

 令和４年度との比較及び積算根拠、特に

燃料等価格高騰に伴う増額措置分について

説明願います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） お答えい

たします。 

 原油価格高騰に伴う燃料費及び電気料の

見込額は、指定管理者が想定した費用を著

しく超過するものであり、経営努力で補え

る範囲を超えていることから、燃料費につ

いては、令和３年度指定申請書の見込額か

ら１５％を超えた金額を、電気料について

は、同申請書の見込額を超えた金額を精算

して補填するものでございます。 

 積算根拠としましては、①燃料費では、

令和５年度見込額２,２７３万円から令和３

年度指定申請書の見込額に１５％上乗せし

た額１,６３３万円を差し引き、消費税を加

えた金額が７０４万円となります。令和４

年１２月に補正した際にも同様の積算をし

てございまして、燃料費の補正額は３８７

万９,０００円でございます。 

 ②電気料では、令和５年度見込額１,９８

１万７,０００円から令和３年度指定申請書

の見込額１,０３０万円を差し引いた額に消

費税を加えた金額が１,０４６万９,０００

円となります。令和４年１２月に補正した

額は、５７２万１,０００円でございます。 

 維持管理委託料、こちらは指定管理料で

ございますけれども、令和５年度では、債

務負担行為分１,３００万円に燃料、電気料

補填分１,７５０万９,０００円を加え、３,

０５０万９,０００円です。 

 令和４年度補正対応後でございますけれ

ども、債務負担行為分１,３００万円に燃

料、電気料補填分９６０万円を加え、２,２

６０万円となってございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、７款商工費を終わります。 

─────────────────── 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日はこれで延会すること

に決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 
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       午後４時９分 延会   
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